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第2レースサイドマーク回航の“ブルーノ
ートj'後方に“プロパガンダ，と香港の
“ステッドファースト”力続く

PHOTOBYK．｜CHlKAWA

今年で第8回を迎えたジャパン

カップは，前回と同じく三浦市の城

ケ島沖を中心にコースを認定。総勢

33艇の精鋭が日本の頂点を目指して

集まった。

第2レース終了時点での成績は，

“海太朗”が“タイガー”とそれに

続く“サイクロン”をわずかに押さ

え，トップの座を守っている。今回

は，速報のかたちでシリーズ前半

戦，第2レースまでを紹介します。

今年のジヤパンカッフ｡は，予期せ

ぬトラブルから始まったといえよう。

と言うのも，当初，泊地の予定と

されていた三浦市の三崎港が，レー

ス開催間際になって使えを〈なり，

急拠三崎マリン’油壺シーポニア

に分散したかたちて、バースを確保し

なければなら〈なくなったためであ

る（新たな泊地を確保するため，い

ろいろと手を貸してくださった各関

係者の方々にお礼申し上げます)。

加えて，懸念していた台風が接近。

避難漁船で油壺の出入り口がふさが

れてしまい，レース初日の10月6日

から3日間というもの，何も身動き

が取れない状態が続いてしまった。

そのためレース日程は大幅に変更

され,10月9日：第1レース（イン

シヨア)，翌10日：第2レース（イ

ンショア)，11日：第3レース

（ショートオフショア)，13日：第

4レース（インショア），そして当

初予定のロングオフショアの代わり

に，最終日の14日，第5レースとし

てインショアを行うというスケ

ジュールに葱った。

今回の参加艇で特徴的なのは，総

勢33艇のうち，外国からのエント

リーが3艇を数えたことだろう。今

年のケンウッドカッう。に出場した，

オーストラリアの50フッター“サイ

クロン”･香港の，ニール・う。ライ

ド率いる“ステッドファースト”

(1ton)。そして，ノルウェー艇籍
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油壺は避難のj細目で－杯になった

昨年のレースで亡くなられた五十嵐君の追悼式を第｜レースの前に行った

4

第2レース終了時点て通算成績｜位の“海太朗”（写真右）
一、ｱｰｰ-1〆n－0-1月ノーo"捌苓1●ず一一bL戸ﾊー

で,Xヨットのう。ロトタイフ。“グドをつけ,50フッター勢を追った

レード・バンビディドー''(Xton)で、が，第1上マークからは“ラヒ，アン

ある。ジヤパンカッフ。が，海外からローズ”に先を越され，2トンでは

も注目されていることを表しているこの2艇が最後まで競り合うことと

といえよう。なった。結果的には，最終の第3下

一方，日本艇はケンウッド参戦組マーク回航後に“海太朗”が“ラビ

が11艇を数え，大いに気を吐いていアンローズ，’を捕らえ，逆転ブイ

るが，今年から新たに設けられたIニッシュを果たしたが，このあたり

MSクラスは，結局参加なしで成立は“海太朗”の今回のレースに賭け

しなかった。る意気込みを感じさせた。

第1レース（飛島カップ）一方，小型艇クラスBでは,X

10月9日天気晴れ，出艇数33艇ヨットの"グレート・バンディドー”

風向60．風速6％。これまて足止めが終始リードを保ち，追う“シル

されていた憂さを晴らすのには，絶フィード”“セレンディフ。ティV''

好のレースコンディションとなった。を振り切った。

大型艇クラスAのスタートて､，まレース結果は，着順で1位“タイ

ず飛び出して行ったのは“タイガー”2位“サイクロン”3位“海

ガー”，次いて､“サイクロン”の50太朗”がそのまま修正順位となった。

フッター勢も後を追うかたちの2卜第2レース（飛島カップ）

ン勢は“ラビアンローズ”“海太10月10日天気曇りのち晴れ，出艇

朗”が，1トンでは“う°ロパガン数33艇（うち完走26艇)。風向45．風

ﾀ゙ ”が幸先のよいスタートを切った。速12～14叉。朝のうちかかっていた

そのなかてゞも“海太朗”は，集団雲は，レース開始時には抜けて晴れ

の下側から先行するかたちでスピー間が広がった。ただし，北東から強

風が吹き，小型艇はリーフを余儀な

くされたレース展開となった。

クラスAはゼオ､リコの後，きれい

にスタート。昨日同様，2艇の50

フッターの後を追うようにして“海

太朗”“スイング”恋どの2トン，

“マテンロウ”“ブルーノート”な

どの1トンが続く。クラスBでは

“海坊主”“再見”がリコールをー

られた。また，このスタート直前に

“セレンディフ。ティ”が，そして直

後には“再見”力湘次いで､デスマス

ト。さらに第1上マークを回った後

てﾞ“アーカンベイ”もマストを折っ

た。このようなトラブルが続くなか

て､､，ランナートラブルの“チャーチ

ヤン”はトライスルを上げレースを

続行し，意地を見せた。

第1上マーク回航時点での順位

は，“タイガー”“サイクロン”･

その後を，今日も“海太朗，，と“ラ

ビアンローズ”が接戦を行い，ま

た，昨年の覇者“スイング”が調子

を上げ．“ニンジャ”“う。ロパガン
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今年のケンウッドの覇者“マテンロウ”は，第2レースで2位に食い込んだ

クラクBでダントツの走りを見せる“グレード・バンビドー” ノ1』
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50フッターの2艇，“サイクロン”“タイガー”

写真：添畑菫

タ、”といった艇と共に，この2艇に

続いた。

レース後半に入ると，“トーゴー

X""マテンロウ”が徐々に順位を

上げてきた。“タイガー”は，第2

上マーク後，スピンハリヤードの|、

ラブルて’“サイクロン”に抜かれた

が，最後の上りで抜き返し，フィ

ヘッシュした｡
クラスBでは“グレート･バンデイ

ドー”が，やはり昨日と同じように

安定した走りて､，続く“シルフイー

ド”を押さえた。

結果，第2レースの総合順位は，

1位“海太朗”，2位に“スイン

グ”と“マテンロウ”が入り，4位

は“ラビアンローズ”となった。第

1レースからの通算成績で，“海太

朗”がトップ｡。これに“タイガー”

が続いている。

なお，この後のレースについて

は，泊地の問題など，運営側からの

レポートとともに，ジャパンカッフ･

特集として掲載の予定で､す。

速報艇別最終成績表(上位10艇）

艇名 オーナー名 総合合計 順付TYPE

BLUENOTE 万十井進 FAR40 154．50 1

海太朗5 千葉郁夫 FAR44 151.74
n

乙

GLADEVANDIDO X-3/4N.JEPPESEN 149.88 3

FAR3/4蒲谷和行SYLPHIDES4 149.25 4

小林正和TIGER FAR50 147.25 ５

青木紀MATENROW YOK40 141．00 6

STEADFAST N.PRYDE FAR40 138.50 7

BOY 山田隆 FAR40 138.00 8

海坊主 岡本通 YAM33R 134.50 9

CYCLONE MRYAN FAR50 126．00 10
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マリナス・ヨット・クラブを訪れた，レース委謬司

尾島裕太郎氏は当クラブコモドアJ，E･ムーア貝

と堅い握手
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liF狐

現在あるﾏﾘﾅｽ･ﾖｯﾄ･ｸﾗフの仮ｸﾗブﾊｳｽ｡新ﾊｳｽは,この裏手に毒受される予定で，雪勇玉章あジｮージ.ゾｮﾝｿﾝ氏(右)と，
写真左手に土盛りをすでに行っている

コモドアの』．E､ムーア氏

南の島グアムを目指すレースが，初めてスタートしたMYCの事|冑が，その理由のひとつでした。そこで，過

のは83年の年末で､した。今年12月28[1に行われる,91年去のジャパン・ク、アム・ヨットレースの関係者が多数在

トーヨコカッフ。・ジャパン・グアム・ヨシ|､レースは，籍，同レースの次li｣|の実質的な運営を担う，油壺・ベイ

もう61'il目になります。また89年のオークランド・福岡・ヨットクラブ(ABYC)の有志が先方の詞犬を協議

・ヨットレースでは，最後のレグの中ﾙ|f基地としてク慧ア資金の援助を行うことを決めました。

ムが重要な役を果たしています。その他，イベントだけすでに奉加帳は1111り始めており，この9月現在で，お

て､はな<,H本からのクルージングポートのグアム寄港よそ440万円が集まっている。ABYCは，これを第一

も，決して少ない数ではありません。回分の基金として，同クラブ武田勝彦コモドアの親書?へ
このようなグアムで，常にホストを務めてくれていた添え，9月28Hに打ち合わせのためにグアムヘ渡った次

のが，マリアナス・ヨットクラブ(MYC)て､す。回のレース委員会委員長尾島裕太郎氏に委託。MYCの

MYCは，グアム・アブ。ラハーバー内のlfl有地に所在』.E・ムーアコモドアに贈りました。

しています。ところがこのたび，ハーバーの整備計画進ABYCて､､は，クラブメンバーだけではな<,ジヤパ

展のために立ち退きを求められ，あらたに提供された近ン・グアム・ヨシ|､レースに参加した，また今後参加を

〈の代替地に移転することになりました。しかしその場予定する方々を'-|!心に，ホスピタリテイ一豊かなMYC

所は隆起したサンゴ礁で､，建物を造るためには十分な盛のメンバーへの支援の輪を，さらに広げたい希望を持つ

土が必要な，その工事のための道路から切り開かなくてています。

はならない土地でした。もちろん水道も電気もこれから一口1万円，何口でも結構です。ご協力いただける方

です。は，下記までにお願いいたします。

移転のための工事は昨年の後半から始まりましたが，連絡先東京都港区虎ノ門1-24-141blO3-580-7749

クラブメンバーを動員しての労働や各自持ち寄りが主体朝河清

の資金で､は，一大の難事業。昨年のジャパン・ク．アム．振込先三井銀行五反田支店口座番号㈲5438656

ヨットレースが中止になったのは，レースのフィニッ油壺ベイヨットクラブH賎H一良

シュを担当する余裕がまったくなくなったという，この
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トーヨコカップJAPAN

-GUAMヨットレース'91

説明会開催
1トーヨコカツフ。JAPAN-GUAMヨツトレース'91説

明会開催

トーヨコカツフ｡JAPAN-GUAMヨツトレース'91=

ントリーの問い合わせと，仮エントリーがNORC事

務局へ入り始めた。レース委員会が協議の結果，9月

21日説明会の開催を決定。メールによる通知を行った。

当日開催時間前15分，既に10数名が来場。トーヨコ

カッフ･JAPAN-GUAMヨシ|､レース'91に対する熱意

を感ずる。定刻10分過ぎ，当レース実行委員会である

へ朝河清氏が説明会開会の挨拶と出席委員の紹介を行う。

スタートクラブの油壺ベイヨットクラフ服部一良，通

信委員会坂西正明，計測委員会沢池繁安全検査委員

会松浦剛，広報委員会浅野英武，レース委員会芳賀治

一，尾島裕太郎以上各委員諸氏と，レース参加者に対

する，ピザ＆パスポート関係の説明に東急観光エー

ジェンシー多幸氏の挨拶があった。エントリーリス|、

と出席者の照合の結果，仮エン|､リーを含め20艇（内

IMSll艇,IOR8艇，不明l艇),27名の出席を

数えた。芳賀委員より実施要項に添い説明開始。活発

な質疑応答を交えながら進行する。特にグアムでの宿

泊先と唯一の交通機関で､あるレンタカーの確保につい

て，芳賀氏より詳細に説明があった。質問の中で目立

つのは無線関係が多く，これは国際VHFのアンテナ

をマストトップ。に付ける義務を課したことが原因て､､あ

ると思われる。国際VHFのアンテナは，低い物より

高い方が，古い物より新しい方がよりリレーションを

～保ち易いと，無線委員会より提言があり，レース委員
会により安全なレースを願い，これを受入れた結果で

ある。エン|､リーリスト20艇中SSB搭載艇はll艇，

搭載予定が1艇となっている。なお，この席上レース

委員会のメンバーは9月29日グアムに出張，フイニッ

シュクラブのマリアナスヨットクラブとク、アム関係官

公庁を訪問。円滑なレースの運営が行れるように詳細

な打合わせをする旨伝えた。

2"JAPAN-GUAMヨットレースの円滑な運営”に
〆

は，スタートクラブとフイニッシュクラブの機能が大

きく影響します。激しい季節風と，毎年寒さの厳しく

なるクリスマスに送られてスタート。緊張感のある

ゲームの始まりて､､す。2～3日後から太陽に着ている

物を一枚ずつはぎ取られ，青い海と紺碧の空，真っ白

な雲の夏まっただ中へ。心地よい緊張感が得られるな

ら…。脳裡にグッドウイルを焼き付け，日本に持って

帰れるなら……。私達はヨットレースの様な形のない

ものにも時間という余裕を多く配分するのを厭はなく

なりました。永い時間をかけても，グッドウイルを増

大させるためには“受入れ施設，が重要です。ここア

ブ。ラハーバーにあるマリアナスヨットクラプは10月2

日クラブハウス新築工事に着工しました。土地は珊瑚

礁の上，数回土盛りをしても沈下は進み，止まったの

は今年の7月の終り頃。予算オーバーの一部として，

油壼ベイヨットクラブ武田コモドアより$30,000の寄

付を持参，マリアナスヨットクラブコモドアJHONE.

MOORE氏に手渡した。当レース委員会は,JE.

MOORE氏のアテンドて鞭グアム政府知事,UNITED

STATESCOASTGUARDに当レース実施要項を説

明，つぎにク帯アム政府観光局を訪問，当レースに対す

る500万円のスポンサーに共々謝礼をした。

3マリアナスヨットクラブのポートミーティンク寺上

JHONE.MOORE氏は，フイニッシュクラブとして当

レースの継続発展を願い，快くホスト役を引受けた。

4帰り新参の私が，レースの手伝いをさせていただく

のは20数年ぶりのこと。私を引っ張り動いて下さった

芳賀さん，今岡さん，浅野さん，坂西さん。とても忙

しいのにアドバイスを頂いた太郎ちゃん，横山さん。

快く相談に応じてくれた，長江さん，松浦さん。

たまたま目があって私をレース委員に任命した朝河

実行委員長,NORC本部の相馬さん，学生の頃，私

の会社のアルバイトをしてくれた人，思わぬところで

知り合いの人，このレースを縁に知り合った人，皆さ

ん大変有難う。レースの終わる1月までご協力お願い

します。

トーヨコカッフ。JAPAN-GUAMヨットレース'91レー

ス委員‘‘はやまる”尾島裕太郎

こ=~'

･郷さら:．

｡－

一
二と号一一一

一

今

今のj4

盈心

”

一 一今

･一一･ﾛ‘

レースフィニッシュ後の停泊予定地
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マイケル・ピューデザインである

が，ニューポートて．“フジモ”が浮

かび，キーウエストでは“チャンポ

サ”が浮かぶ（盛田さんはU.S.A.50

フィートの勝者になるべく，着々と

準備を始めている。うれしいことてﾞ

ある)。

またltは，クルーだけが集まり，

まだ艇はで､きていないが，サンフラ

ンシスコ．ビッグポー|､で“パンダﾞ

イトラム”をチャーターしたオー

ナーでNYYCのメンバー，デビッ

ト・クラークがU.S.A.チームを組

む。

NZがチャーターした，横山さん

テ父ザインの“マテンロウ”。彼のデ

ザインは，非常に地味だが冒険をし

ないで一歩一歩進んて､､きている気が

する。

ところで，横山さんの話が出たの

で，少し話が飛濯するが，1992年5

月のアメリカズカッフ。の話がある。

知らないので，あまり偉そうなこ

とは言えないが,RYSとNYYC

の戦いだったはずのアメリカズカッ

プが，国対国の戦いになり,U・SA．

近づくにつれ，悔しくもたえず私の

前ばかり走り続けていた。

昨年のアドミラルズカッフ･に何を

しても疲れを知らないで､，艇内て､水

とヘドのまじったあか汲みをし続け

てくれたイハラ君。またスピオ､一

カーのパッキングを何回やったか聞

き漏らしたが，ファーストオ､ツト

ロックのケリ男フーサン。この2人

の屈強男を貸してくれた艇のオー

ナー鈴木さん率いる“スインク叡，，。

彼は自分の艇を走らすため，確か1

レースしか乗らなかったはずである

この体重の差が今のレーシングヨッ

トの勝敗の重要なフアクターになっ

ている。

2回目は，ハワイに着き，ハー

バーを見渡したときである。11本の

チームは，だいたい予想できたの

て鹸，海外の艇を見て歩いた。暗黙の

了解でクルーを引き抜かれ、またも

どってきた“ブラブーラ”。

来年のアドミラルズカッフqて､､は2

tを造るという,50フィートの勝者

で，今のところダン|､ツに速い“ア

ブラカタブラ”。この艇は今話題の

私は，物書きで､はないはずのヨッ

トのオーナ－て､すが，今回のケン

ゥッドヵッフ｡，ジャパン・ブルー

チームのウイニングて､､，来年，ま

た，近未来はどうなるのか考えたく

て，2年ぶりに書いてみたくなりま

した（これは本当ではない？いや，

また書く気かな？）。

日本がケンウッドカッう｡のウイニ

ング候補であるという噂が流れた

へ,私はこともあろうに自分の艇
“ウイル”のインディピジュアル・

ウイニングのことを考えた。これは

都合3回あったと思う

日本のチームを作る時が最初で

あった。この時は，さすがにどうし

たらケンウッドの会場のお立ち台に

私のチームも上がれるかを考えなが

ら国際小委員会に望み，幸運にもす

ばらしいチームに恵まれた。今と

なっては強敵となり，50フィート協

会の仲間に入れるべきではなかっ

た？ベンガルの小林オーナー率いる

“タイガー”。私が最初に引き入れ

た時は，いつも“ウイル”のうしろ

を走っていたはずが，ケンウッドに
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内には大変ジレンマがあるようだも

これはさておき，Ⅱ本にもクリス・

デイクソンの登場て､､，彼がヘルムを

取る取らないにかかわらず，彼の動

物的な風潮の読み，特に日本人に

欠けている目，皮膚感，バランス感

覚を何人もが会得することにより

（で､きるはずで､ある），アメリカズ

カッフ。のトロフィーは，ケンウッド

カツう｡'90,アドミラルズカップ'91

に引き続き!？日本のものとなるて､､あ

ろう。

ちなみに，“ウイル”チームは視

力2.0以上，強靭な筋力，アフリカ

のジャングルて､､サバイバルで､きる皮

膚感覚を持つクルーを募集していま

す。

だいぶ話が飛んだが，“ヘブン・

キャン・ウエイト”，“サイクロ

ン，，が，予想はしていたが，オース

|､ラリア艇はケンウッドカッう。を絶

対に取るぞと言いたげなクルー，艤

装の出来具合て､､あった。

第3回目であるが，ああこれて黙

わりかと思った，ジヤンピンク、・ワ

イルドタックと名づけたココヘッド

での横倒し。それが立ち直りかけ

イニングをなくしたのであるが，雑

誌などで報道されているほどカッコ

良いものではなく，ブルーチームの

ために48時間％ラタ、－で走り続ける

という試練を受けたのであった。

本当にたくさんのことを教えてく

れる海である。艇の中には15人の，

命を共にする人間がいる。“アン”

のクルー斎藤さんは，私“ウイル”

のオーナー／スキッパー小田良司，

また，“ウイルJr"のクルーを含

め，私たち全員に，海の人間の姿勢

を教えてくれた。

ひとつに，インディビジュアル・

ウイニンク、は，本当の喜びで､はなぃ。

チーム優勝が，なぜアドミラルへ

カップ。て､､，また，ここケンウッド

カッフαて､､全員に称えられるかを知る

ことがて､､きました。

斎藤久子さん，ジャパン・ブルー

チームのケンウッドカッう。・ウイニ

ングをあなたに捧げます。

最後に，えらそうにも来年とか近

未来とか書いたが，何もまとまりが

つかず，当初の目的を耆けなかった

自分を反省し，ペンを置きます。

て，パッと横を見ると，同じ波で

“サイクロン”がジブをばたつかせ

ている。人の不幸を喜んで､はいけな

いが，メインまで降ろしだした。こ

れで，同友‘‘タイガー”を押さえれ

ばと思い（できない相談だが，ここ

で小林さんが50フィートを造り,50

フイー|､協会に入るよう勧めるべき

ではなかったことを反省している），

これは行ける／と考えた。なぜな

ら，ピーターはインショア，ジェフ

はオフショアに強い。また，“ウイ

ル”にはウイットブレッドの“スタ

インラガー”のクルーが2人も乗っ

ている。

しかし，喜んで楽しい気分て繊ビー

ルて聯も飲みたいなと思い（あるはず

もないが）2時|冊くらい経った時，

バキッという音とともに､‘ウイル”

のラタ守－はつぶれてしまった。頼り

になるはずのウイットプレッタ､－が

ティラーを持っていたのて､，このま

ま艇は走り，ラタ､－は何とか残ると

いう。しかし，艇に乗れていても，

勝利の女神はラタゃ一とともに去って

いくという状態になった。

これて､､，インディビジュアル・ウ
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｢An｣クルーからの事故レポート
本年のケンウッド・カップ･は，多数の日本艇が活躍

し，大きな成果が得られました。しかし，そのなかで悲

しむべき「An」の事故により，我々の仲間の一人が亡

くなったことも事実て､､す。

『An』は，第4戦モロカイ・レース(148マイル）に

て，スタート後10時間ほど経過した午前5時前，折り返

しブイの手前，モロカイ島ケープ・ハラワ沖て座礁．沈

没事故に遭遇しました。

今回この事故に関して，同艇のスキッパー前田多満枝

さん始め4人のクルーの方々による貴重なレポートを，

彼女たちの恩師，洗足学園ヨット部監督岸名和巳さんよ

りお預かりしました。この悲しむべき出来事を，単に過

への事故として忘れてしまうことなく，今後の課題とし
て少しで､もみなさんの役に立てられたらと思い，ここに

紹介します。なお，誌面の都合上，事故に関する部分を

中心にまとめ，各レポー|､による重複部分は要約してい

ます。あらかじめ，ご了承ください。

「An｣YachtTeam前田多満枝（スキッパー）

ケープ・ハラワをl111ってから7分ほど経過した時だと

思う。前から「UP,UP./」の声があり,｢UPだっ

て？」と言うか言わないかの，その時（ヘルムスはトリ

ムしながら上に走らせていた）キールを暗礁にぶつけて

しまったので､ある。

ポートタック。風は12～14kt,波はlm～1.5mほど

だった。視界は，月が沈みかけていたが，良い方だった‘

私たち，ライフラインにつかまっていた組は，衝突の

ショックは少なかったが，下側ワッチの2人は，立て膝

をしていたため，前につんのめってしまったという。

へ衝突後すぐベア－し，ワイルドジャイブ。私はラン
ナーを替えながら「なかを見てきて」と言った。

船は岸に向かって走り出したのて騨，前からタックの指

示が入った。私はティラーのところへ行き，押すのを手

伝ったが,舵の効きが悪いように思った。すぐ．に，「誰か

ラフト出して./ライジャケ出して／」と言う。船はスタ

ポーになり、しばらく走っていた。ラフトがすぐに上が

り，荷物も出てきていた。「もう一度なかを見て，バケツ

で､くみ出せないの？」と聞くと，そんな状態ではない，

今はライジャケが先との返事。なかは，すて鹸に膝丈ぐら

いまで浸水して，エンジンボックスもう。カブ･力浮いてい

たのが見えた。

モエちゃん無線入れてと，栄が言った。なかのはタ韓メ

で，後ろにあったハンディ機でケンウッド・ベースに

メーデーを入れていた時船はそのままワイルドタック

し，すぐにスタポード・サイドが沈んて､横倒しと葱った。

「船から離れないでね，お噸いだから」と私は叫んで、

いた。あっという間の出来事て､､，誰が出したのか分から

なかったが，ラフトが3つ，ライジヤケも3袋，船上に

あがっていた。ラフトを掴んでいたのは，使用経験のな

いクルーだったのて､､，すぐに栄が飛んで行って代わった。

ライジヤケは，受け取れないクルーがチャコちやんを含

めて4人いた。

船は横倒しのまま,10～15秒静止していたと思う。私

はライフラインに左手でぶらさがりながら，ポート側の

ハルの上に4人，ｰド側前方の海のなかに2人，そして真

ん中ぐらいに3人を見ることができた。

「ラフト開いて／」と言いながらラフトを見ると，栄

が作業しているのが確認で､きた。左側後ろを見ると，

“ウィルJr''ともう一艇が私たちの方向に走って来て

いるのが見え，“スピカ”もメインをシバーするのが分

かった。

ラフトが開くか開かないかの時，船はバウから沈みILII,

した。ものすごいスピードて､､…。

足元て､､ラフトが逆さまに開いたのて鹸，私は角に乗るこ

とがて､､きた。そして船に乗っている1人と手をつない

で､，船上のクルーたちがバウから滑るようにして海に降

り，ラフトに皆が集まった時，船はスターン2～3mを

残し，縦に沈んで､いた。「人数を確認して./誰がいるの」

と聞くと，すぐに13人しかいないとの返事（乗員は14

名)。ラフトが船に結んであったので，うねりとともに

ラタ､－の上下する近くにいたのは，すごく恐ろしかった。

「ラタ、一に気をつけて，共ちゃん」「さちにライフリン

グ渡してあげて」「首にからまっているシートを早く取

りなさい」などと言っていると，私にもようやく誰が誰

なのか見えてきた。

「チャコちゃんがいない」と言われた時には，私は嘘

だ、なぜ？と思ってしまった。皆が，チャコちゃんのこ

とや「誰この手／私がつかまれないじゃない」とか「私

の首につかまらないで，私が沈んじやう／」などと口々

に言っているのが聞こえた（重装のウエア類で身を固め

ているため，重く沈みやすく，しかもライジヤケを着る

間もなかったクルーもいたのて動揺するのも無理はな

い)。私は｢だまって，静かにして」と言うと，皆すぐに

静かになってくれた。そして，“ウィルJr''を全員てゞ

声を合わせて呼んだ。「せ－の，助けて－」「はいもう一

度」「助けて－」といった具合に，懐中電灯で合図をしな

がら何回も叫んだ。

シュゼットが水着になり，ラフトから離れようとして

いたので制止した。栄は，もう一つのラフトを開いてく

れた。「とにかく，体の力を抜いて浮かんて鹸いて」「体の
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力を抜いてね」と言い，早く“ウイルJr"が気づいて

くれますようにと，祈る思いだった。作業を含めて,1

5～20分は海のなかにいたと思う。

“ウィルJr"が私たちに近づいて来てくれた。「大

丈夫か／」「大丈夫て鹸す。近くに岩があります。だから近

づかないて下さい」などと会話をしながら，投げられた

ロープを受け取った。船とラフトが近かったのて､､，今度

は船を懐中電灯で照らしていた。

受け取ったロープ･をラフトに結ぼうとしていた時，

“ウィルJr"が船に近づき過ぎたのて鹸，バックした。

そこて、，結ぶ作業をしていた内の1人がロープに引きづ

られ，そのまま“ウィルJr"に救助された。再度ロー

プが投げられ，今度は繋ぐことができたので，船とラフ

トとを切り離した。

私は，ショックの大きいクルーから次々に“ウィルJ

r''のスターンに引っぱって行き，上げてもらった。全

員が上げてもらい,H需十を確認すると5:20A.M_だった。

“ウィルJr"のスキッパーから怪我は，とすぐに聞

かれた。「皆，大丈夫て､､す。て．も1人足りません」と言う

と，“ウィルJr"の人は，すぐ無線を入れてくれた。

私たちは全員キャヒ守ンのなかに入れてもらい．どういう

状態でチャコちゃんがいなくなったかを，再艤忍した。

無線のやりとりで，‘‘ウィルJr"はこのままリタイ

ヤすることに決め，他の船にチャコちゃんの救助を依

頼，確認してその場を離れる旨を私に伝え，私はそれを

承知した。

他の船が2艇，3艇と集まって来てくれ，この頃には

空も明るくなっていた。6:20A.M.,&&ウイルJr"は

オアフに向けて帆走を始めた。暗礁の近くでは，7艇の

船が集まって，捜索してくれていた。私が，話しても大

丈夫と見て取った“ウィルJr''のスキッパーが「見て

いたいのなら，気の済むまでずっと見ていなさい。あれ

がヨットマンですよ。皆が集まってくれる，斎藤さんも

見つかりますよ…」と静かに語った。

1時間後，ヘリコフ。ターが1機，現場に着いて旋回し

ていた。私たちは，“ウィルJr"のスキッパーに事故

の状況などについて話をしていたが，そのなかて､､，どう

してライジャケを着けていなかったのか…と聞かれた。

私はこの時ものすごく反省した。ライフジャケットを

着ていれば，何分間かはその作業をしなくても済んだは

ずだし，浮いていられただろう…。安全面に関して，そ

の意識が甘かったと思う。オークランド～福岡の時は，

昼でも着けていたライフジャケット。それを早く走らせ

るため，作業をしやすいようにと，動く時のことばかり

気にしていた。そしてハワイの練習の時，1度たりとも

ライフジャケットを着ていなかったことに気がついた。

船が暗礁にぶつかった時間は覚えていないが，そのあ

とすぐに起きたワイルドジャイブから，横倒しになるま

12

て’5分くらいだと思う。なかを見に行った時，水はくる

ぶしまて醗浸水しており（衝突してから3分)，ポートに

変わってワイルドタックするまでは，膝丈までたっぷり

浸水していた。暗礁に衝突してから10分弱て､沈んて騨し

まったのは事実である。

私には，もっともっと反省しなくてはいけない点が

多々あると思う。レース前にコーチからライフジャケッ

トを支給された時，これは使い勝手が良くなさそうだと

言ってはみたものの，ついそのままに納得してしまった

こと。また，ライフジャケットの重要性を知りながら

も，全員で使用したこともなかった。口で､いくら「この

ライジャケはこう使うのよ」とか「ラフ|､の開き方は」

などと説明しても，実際に使ってみるという経験がある

のとないのでは，いざという時，大きなちがいとなる。

「UP」の声があったとき，船の後ろでは，その「U

P」に対しての緊張感が伝わらなかったし，前の方で戸
暗礁をかわせたと思ったという。「UP,UP」の声に対

し，何で？という聞き方をしなかったのも事実だし，

シュゼットが水着になり潜ろうとしたのを，もし，この

ままいなくなってしまったらと思い，それをltめたのも

事実である。

思い出すと，考えなくてはいけないことがll｣のように

あI)，ますます安全面に対して甘かったという気持ちてﾞ

一杯になる。そして，しなければならなかったことが，

もっとあったのて､､はと，今さらながら思ってしまう。

チャコちやんの楜勿が届いた時，右足の靴がなかった。

彼女は，絡んだシートも外れ，船の外に沈んて､､いたとい

う。靴が脱げ，シートが外れたのだとしたら，ライジャ

ケを着てさえいれば，すぐに浮かんで来たのではないだ

ろうか。

この事故はすべて，私たちの，いや私のll.さから来た

もの…。海を-'1･〈見ていたためのものだと思う。これか

らどうして行ったらいいのか．まだ気持ちの整理がっIへ
ていないが，私が生きていくことにおいてチャコちゃん

が教えてくれたことを忘れてはいけないと思う。また

チャコちゃんのために自分が何をしていったらいいの

か，何をすべきなのか，考えていきたいと思っている。

「An｣YachtTeam渡辺栄

船が右舷側に傾き，横倒しになった時，ラフトをセッ

トしていた福岡さんが1人，上側の左舷に移れず助けを

求めました。そのため私は，すぐ右舷へ降りて行きまし

たが，同時に船は右舷から浸水。私は海中に降りた形に

なりました。ラフト2個をつかみ，福岡さん力離れない

ように船の方へ引き寄せたところで渡辺共さんが助けに

来てくれたのて鱗，2人でラフトのシートを引っ張りまし

た。シートは．ラフトを上から投げた時引けるように出

来ているので､，手で引っ張ってもなかなか手応えがあり



ません。

船が％ほど沈んだところで，ラフトがシューと少し音

を立てたので．夢中で､ブンブン海中で振り回すと，上下

逆さまて'したが，勢いよく膨らみました。

皆，それを見てラフトに移動｡「全員つかまった？」と

多満枝さんが言うのと同時に「チャコちやん？チャコ

ちゃん／」と呼ぶ声が聞こえ，チャコちゃんがいないと

いうのが私にも分かりました。が彼女は，さっきデッキ

て､ライフジャケットを配っていたし，「皆ライフジャ

ケット持っている？」と確認まて鹸していたので，ぶかぶ

か浮いて手を離してしまったのて､､，どこかに流れてし

まったのだろうと，私は思いました。

“ウィルJr"に引き上げられた後，皆の会話のなか

から，チャコちやんはシートが足に絡んでいるまま見え

なくなった，ということが分かりました。

へ「足にシートが絡まっている。とれないの／ナイフてﾞ

切って./」と叫んて､､いて，余西さんが自分の足に絡んだ

シートを外したあと，チャコちゃんを両手で､支えてあげ

ながら，「チャコちやん落ち着いて，ちょっと落ち着け

ばとれるから／支えてあけ､るから落ち着いて」と声をか

けていたそうで，その後「じゃ，やっぱりとれないか

ら，ちょっと私潜ってくる」といって潜ったそうです。

その時ラフ|､が開き，余西さんもラフ|､につかまりチャ

コちゃんが浮いてくるのを侍っていたそうです。しばら

くしても，チャコちゃん力確認て､､きないので名前を呼ん

だが，その辺につかまっているのではないかと思ったそ

うです。

私たちは今凹「速く走る」ことしか頭にありませんで

した。気がついたら「ライジヤケは動作の邪魔になるか

ら」と，前1111のロングレースて鞭は考えられないほど「着

用」する頭がありませんでした。今，思うことは，いく

ら他の男性チームが着ていなくても，私たちは体力もな

へのだから着用すべきだったし，着用して動けなくなっ
てしまうならレースに,'l'!る巻ということだったのて願す。

「女性」であることを忘れようと，そこに逃げるのは

止めようと努力はしてきました。以前から言われ続けて

いましたが，女だからといって逃げるな，の反面「女性

だから安全|生を」と，スタッフが安全面て､尽くし切れな

いほどの手を尽くしてくださったのが今なら分かります。

私たちは女性であることを忘れようと，他の男性チーム

と同じようにギリギリまて、やってみようなどと思ったの

が誤りで、女性であることを忘れ，自分に甘えることな

く努力する訓練する必要はあっても，やはり体力的に劣

り，力のないところは認めるべきでした。

特に私たちのような若く経験の浅いチームは，安全に

もっと考慮があってよかったはずで､，私たちにとって重

要な人物，尊い命を失うという一番大きな失敗をしてか

ら，そのことに気づくというのもなさけないばかりで､す。
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一時は，もう恐ろしくてヨットには乗れない，もう乗

ることはないと思いました。自分たちの仲間が死に，こ

のまま平然と乗ってはいられないと思いました。て鹸も，

これで終わりにしたら，チャコちゃんの死は何だったの

だろうか…。この辛い経験を生かさなくては…彼女が一

番喜ぶことをしなくてはいけないと思うのて､､す。

ケンウッドカッう｡に出場していた他艇の方々，ヨシ|、

クラブや運営の方々，そして25年前にハワイて醸初めてレ

ディースチームを組んだという，今はもう年配の女性た

ち。その誰もが「ヨットをやめるつもりて、すか？」と心

配そうに聞いてきます。「いいえ」と答えると「そうです

か，それはよかった。これでやめてはいけない，この先

君たちはもっと成長するために頑張らなくては」と励ま

してくれます。そして，「'92のケンウッドに必ずまた出

てください。チャコもきっと喜ぶでしょう」と，続くの
一､÷

Lツo

今後，再びケンウッドにH1!るかどうかは分かりません

が，この経験を生かしてよいチームができ，そして自分

で納得した｣えて､､,'11,場て識きるなら,2年後，そうて．なくて

も4年後て靜あっても…という気持ちです。

その時，私たちのケンウッドカッう。'90の続きが終わ

るのて伊はないかと思います。

｢An｣YachtTeam桑原佐知子

両添鰕…職

⑩

①余西さん⑧吉|Ⅱさん

②須黒さん⑨前田さん

③斉藤さん⑩渡辺(栄)さん

④桑1%（⑪小林さん

⑤シュゼット⑫沢田さん

⑥松本さん⑬米田さん

⑦福|前'さん⑭渡辺(共)さん

多満枝さん，栄さん，小林さんの位置は合っているか

どうか分かりません。共ちゃんは，ジブのトリムに入っ

て，アウター取りをしていました。私とチャコちゃん

は，この時かなり眠い状態だったと思います。私は，上

の他艇の位置を見ていたので，まったく前は見ておら

ず，下側の風景もほとんど見ていません。

岩に当たった時は，メリメリ，バキバキというものす

ごい音がして，船が2回ほどバウンドしたような感じ

だった。

多満枝さんの指示で､チャコちゃんを含め4人がキャビ

ン内へラフトなどを取りに入った｡この時の私の位置は，
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イフジャケットを渡そうとしたが，斎藤さんはシートを

取ろうとパタバタしていた。

そうこうしているうちにラフトが音とともに開き出

し，皆，艇も沈み出してきていたのでラフトに移った。

余西さんが斎藤さんを何度も呼んだが，返事はまったく

返って来なかった。何人か泣き叫ぶ人もいたが，スキッ

パーの指示て､声を合わせて「助けて－」と21面|くらい叫

び，“ウィルJr"に救助された。

ドックfハウス入りI1にいた人の後ろて飼,出てくる物を受

け取って後ろへ|''lしていた。艇内は見えませんでした。

皆がデッキに上がって，福岡さんがラフトを上側スタ

ポーのライフラインに紡っている間，友美さんが「~FINII

へ行って／」と叫んだ。その時ポート側が上になり，福

岡さんは海に浸かってしまう状態になった（多満枝さん

が「艇内の水，バケツで汲めないの」と言った時，内を

覗いたら，多分腰のあたりまて鱗浸水していたように思い

ます。「汲みH』,せる水量ではない」というような内容の

事を伝えたと思います)。

そこから，船が半沈になり始めました。私はスタン

ションにつかまっていました。他の人は，6人が船につ

かまって，残り8人は水の中に浮いていました。チャコ

ちゃんと，もえちゃんはバウの方，あとの人たちは中央

ぐらいにかたまって浮いていた。

チャコちゃんが「シートが足に絡まって取れないから

ナイフを取って」という内容のことを叫んでいたのは聞

こえました。私の斜め後ろ下にいて，一瞬見たけど，そ

こからはチャコちゃんの姿は見ていません。ラフトが開

き，船が沈むと同時に私もゆっくり海に落ちました。

救助されるあいだの時間は，短かったと思います。そ

して，誰もが我れ先にという気持ちを持たず，人のこと

を考えながら行動したと思います。今て､も信じられない

事故でした。チャコちゃんを失った事もまだ信じられま

せん。

「An｣YachtTeam米沢友美

「An」が衝突する前，私は舵を握っていました。そ

の時’風は北東7～10%艇速は7ノットくらいだったと

思います。私のポジションから前方を見るには視界が悪

く，計器を見て帆走することて精一杯て叡した。コースは

前何も通っていたので，気持ちの上では安心感がありま

し た｡へ

前方の島をかわせたらコースは158度と，余西から指

示があり，栄さんと周l)のようすを気にしながら徐々に

クローズからコースを落として行きました。それから約

10分くらい走ると，前から「上って」「アップ。」の声が聞

こえ,ul],艇をアップ｡させましたが，数分もしないうち

に岩礁に衝突しました。私はその時，目の前の岩を避け

ようと必死でした。しかし，舵は効かなくなり，艇は勝

手に動くばかりで､，クルーに体重移動を求めましたが，

すて､､に艇内は浸水し，傾いた方向から沈み始めました。

私は)亜上側にいたのて､，艇が横倒しになりかけると同

時に，ハルの上に乗る状態でした。艇につかまるのに必

死て、，「早くラフトを開いて」と声をかけることしかてﾞ

きず，あとはとにかく「落ち着いて」と皆で言い合って

いました。その時のチャコちゃんを含めた1人1人の行

動についてはまったく分かりません。

ラフトが開いてから，チャコちゃんがいないことに気

づき｢ﾁｬｺちゃん｣と叫びました｡私は,ﾁｬｺちへ
ん力潜ったということを知らなかったので，流されてし

まったのだと思っていました。

今思うと，この事故の原因として考えられることは，

見張りの不十分と,安全管理が行き届いていなかった点

にあると思います。また，レース前のチャートの確認を

もっと重視しなければならなかったと思います。

「An｣YachtTeam黒須恵子

衝突した時，スキッパーが「ラフト」と叫んだのてﾞ

キャビンに飛び込み，亡くなった斎藤さんと一緒にラフ

トを縛ってあったシートをナイフて､切った。その時すで

に膝くらいまで浸水しており，ラフト3つ全部とライ

ジャケの入った袋3つをデッキ上に出した。エンジン

ポックスカ浸水してくる海水に流されてしまい，私はエ

ンジンに足をかけてデッキに上がった。その時，浸水は

腰くらいまできていて，斎藤さんは一番最後に出てきた‘

私はドックハウスのあたりにいたが，何分もしないう

ちに艇が傾き出した。私は，どうにか横倒しになってい

る上にあがることができたが，斎藤さんは海面に顔が出

るか出ないかくらいで，苦しそうにしていた。他の人

は，艇上の人もいれば，浮いている人もいた。スターン

の方では，ラフ|､を開こうとしている人もいた。

私は斎藤さんの手を握って引き上げようとしたが，

「足にシートが絡みついているの」と言うので手を離

し，「落ち着いてね」と言った。隣には余西さんがいて，

やはり落ち着かせるために声をかけていたが，艇は少し

ずつバウから沈み出していた。「ナイフちょうだい」と

かなり焦った叫びを斎藤さんから聞いた。ナイフが見つ

からず．もがいているようすだった。私は持っていたラ

あ
り
し
日
の
〃
チ
ャ
コ
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救助に関する帆WILLJ"からのレポート
救助に駆けつけた･GWILLJ''の

スキッパー，正井良和さんからのレ

ポートです。レースのスタートから

書かれていますが，ここでは事故が

起きた8月8日午前4時50分からの

記録を紹介します。

4:50暗い海から「助けて」「助けて」

と云う声が2回聞こえたのて､､フラッ

シュ，ライトで周りを照らしなが

ら，声の方向へ進んて､､行くと，スタ

ン部分2mほど残して，沈みかけい

へる白色のヨットを発見した。驚いて

よく見ると，そのヨットの東側10m

の所にライフラフトにぶらさがって

いる10人位の人間が兄えた。以前に

兇た事のある白いセールバック

（“アン”のクルーカ詩っていた）

が流れていたので､，すぐに“アン”

のヨットであると云う事が分かった。

“アン”のクルーは全員女性である。

大変な事故が起きたと"WILL

J"のクルー全員実感し，ライフ

ジャケッ|､，ハーオ､スを着用してい

たのて､､すぐに救助活刺jを開始する事

が出来た($6WILLJ"の原則と

して日没から日の出まで､ライフジ

ャケット着用)。

‐救助活動

へ、フラッシュライトて”‘‘アン,,のク

ルーを照射。

②ロープ等海に流れていないか確認

してエンジンを掛ける。

③"WILLJ"のジプセール，

メインセールを下ろす。

④無線でケンウッド，ベースに

「メーデー」「メーデー」の信号を

送る。

⑤パラシュートフレアを上げる（他

のヨシ|、に知らせる為)。

⑥ライフラフトの風~岡則から15m位

の所まて､近づき,$6WILL

J"のパウから,40mロープ付ラ

イフブイを投げる。

⑦“アン'，のクルーは沈んでゆく

ヨシ|､とライフラフトをロープ･で

つないでいたので，切り離し，

"WILLJ"のクルーはラフ

トをバウ側に引き寄せた。

⑧バウ側からだと1人助けるのに3

人がかりでも大変だったので，ラ

フトをスターン側に回し，そこか

ら救助した。

アンのクルーは長ズボンとカッパ

上下着用，海水を含んて鯨とても重く

なかなか助ける事が出来ない。早く

助けたいと思う気持が柔道の背負い

投げの様に足の間に左手を入れ，右

手で首筋をつかんて､､ライフライン越

しに7人位引き上げた。少し元気な

子は自力で上がった。

5:10アンのクルーを点検すると13名

おり，ヨットに乗っていたのは14名

との事。1名斉藤さんが不明になっ

ているのて、,1番早く駆けつけてく

れた“スピカ"(40フィート室井オー

ナー）に無線て､斉藤さんの捜索を頼

んだ(斉藤さんはロープ。が足にから

まっているのて､､自分て騨はずしに潜っ
たらしい？）。その時には“アン”
の艇体は海面に見えず,すでに沈ん

でおり泡だけが残っていた。

5:20､WILLJ"はホノルルの

コーストガードと無纈里絡を取ろう

としたが，交信状態が悪く出来な

かった。その時6WILL''50

フィートの小田オーナーからブレイ

キングの無線が入り，コーストガー

ドとG｡WILLJ''との中継を頼

んだ。そしてコーストガードに“ア

ン”の事故経過と救助報告，及び不

明者の捜索を依頼してもらった。

6:00$WILLJ"のクルー12名，

救助したアンのクルー13名，合計25

名乗せたまま斉藤さんの捜査をする

のは無理と判断し，“アン”のス

キツパー前田さんと相談の上，アラ

ワイヨットハーバーに向け，帰る事

にした。帰るにあたり，“アン”の

クルー4名に事故現場に駆けつけて

くれた7艇位の仲間のヨットが斉藤

さんの捜索をしている様子をしっか

り見ておく様に言った。@WILL

J"のクルー全員も斉藤さんが無事

見つかる事を祈りながら，事故現場

を離れた。&WILL"(50フィー

ト）と無線連絡を取りながら，帰る

途中，ココヘッド沖で，コースト

ガード“ワシントン号，’と出合い，

ダイヤモンドヘッド，フィニッシュ

ライン近くでアンのクルー13名は

“ワシントン号”に乗り移り"WI

LLJ"も“ワシントン号'’につ

いてホノルル港に入港した（15:00)。

以上がアンのクルー救助の状況報

告て､ある。

ここで特に明記したい事は，あの様

な場所（“スピカ”に聞くと非常に

浅くとても危険な海域て癖あった）で

暗闇の中13名もの命を助ける事が出

来たのは“アン”のクルー及び&W

ILLJ"のクルーが冷静に行動

したからだと確信する。

“アン，'のクルーの中には力が尽

き，ラフトから離れていった者も

あったが，他の者力卦永いて､､つれ戻し

たり，互いにはげましたり,@WI

LLJ''のクルーも日頃小田オー

ナーのもと，色々な知識や練習の成

果が，各自勝手な行動をとらず，全

員団結して救助にあたったのが，今

回の好結果を得たのだと思う。

後ll,「ケンウッドカッフ･ヨット

レース」の表彰式において，ヨッ

トマンとして名誉あるシーマンシッ

プ。カップ｡を頂いた。私は"WILL

J"の代表として壇上にあがり，

カップ。を手にした時の感動を忘れる

事はないと思う。

最後にお亡くなりになった斉藤久

子さんの征瞑福を心よりお祈り致し

ます。

記"WILLJ"ポースン正井良和
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チャコ記念カップ基金設立のお知らせ
された次の発起人会により決定され

たものである。

Mr.KevinMeecham

(WaikikiYachtClub会長）

Mr.GeorgeHarvey

(HawaiiYachtClub会長）

Ms.BobbleSlater

Ms･JackieBlack

MsMarilynWalsh

Ms.TerriRatiani

（以上WaikikiYachtClub)

Mr.HalWagstaff

(NewZealandYachtingFedera~

ion会長）

Mr.DavidKellett

(CnlisingYachtClubofAuStral-

ia会長）

大儀見薫

(H本外洋帆走協会副会長）

なお，日本外洋帆走協会事務局で

は，同募金への募金に協力する体制

を整え，事務ﾊii内で募金の受付業

務，ならびにハワイへの送金業務を

行うことを決定しました。

II本から，ハワイのケンウッド・

カップ。・シリーズに参加する艇は，

その艇数，質とも毎凹レベルアップ。

してきました。今回の不幸な事故を

一つの教訓として活かすためにも，

広く海の仲間が応募されることを貝へ
侍しています。

チャコ記念カップ･設立委員会

NORCI到際小委員会委員長

大儀見薫

クラブ内に設立されている，同ク

ラブの教育基金(EDUCATION-

ALFOUNDATION)が別口座を

設けて，このチャコ記念カップ。基

金を管理する。

5.チャコ記念カップ･基金は，9名の

理事によって運営されるものとす

る。理事は，チャコ記念カップ･設

立委員会によって選出されるもの

とし，豪州，ニュージーランド，

日本，英国，ドイツ及び米国から

各1名，ワイキキ・ヨットクラブ

及びハワイ・ヨットクラブから，

それぞれ2名ずつが選ばれ，構成

される。各理事は，それぞれの地

域における同基金の募集責任者と

なる。任期は6年を原則とする

が，理事の％は2年ごとに改選さ

れるものとする。理事長は，理事

のなかから互選により選出される。

6第1l''lの受賞対象は,1992年3月

1Hまでに提出されるものとし，

理事会はそのなかから受賞者をITil

年6月1Hまでに決定する。受賞

式は|両1年8月のケンウッド・カッ

プ･・シリーズの期間中にハワイで

行われるものとする。第21111U以

降は，2年ごとに行われる。

世上上は，ハワイ塊地で､ケンウッド

・カップ。本年のレース期間中に構成

“チャコ・サイ|、－のセーリング

・スピリッツを永遠に残そう”この

呼びかけは’来年のケンウッド．

カップ。・シリーズでの悲しむべき

ヨットIAn』の沈没事故と，その

クルー斎藤久子さんの死亡という悲

劇の直後に，ワイキキ．ヨットクラ

ブの有志を中心とする9人の発起人

による声明の形で発せられました。

この悲しむべき事故後,｢An』

のクルー一同の健闘ぶり，そのチャ

レンジ精神を日々目の当たりにして

いた地元ワイキャ・ヨットクラブの

婦人会員のなかから，チャコ．斎藤

を記念して何か残したいという声が

自然発生的に生まれました。

事故の直後から,現地でこの呼び

かけに賛同する関係巷一同が集ま

り，チャコ記念カップ･の設定と，そ

れに必要な募金要項，その受け皿な

どについて熱じ､な読義が行われまし

た。

その結果，次のような要項が決ま

り，現地て､発表されました。

l.カップ｡の名称：『チャコ記念カッ

プ｡」

2.目的：2年ごとに行われる，ケン

ウッド・カップ｡・レースに際し

て，ヨットウーマンにおける職階

な業績を表彰するものとする。対

象としては，外洋ヨットに関する

すべてにわたるものとし，レー

ス，クルージンク舎，救助活動，

フェアフ･レー，ナビゲーション，

デザインなどの分野が含まれてい

る。カップ･は持ちli'lり式とし，各

受賞者には，レフ。リカもしくは副

賞を提供する。

3.募金目標：ヨット関係者を中心に

広く募集するものとし，目標金額

はUS$2万5千とする。そのう

ち＄2万は募金とし，その果実を

もって，運営費ならびに副賞の財

源に当てる。

4.募金の預託先：ワイキキ．ヨット

|YIURASSISmNIEISRHIESIEM|

⑪fth

1ｹ1M”10ﾉﾘoIH函如"C加如．S《1m1，
miE叩、1m↓Ⅶ耐“CIM“血6IisA2dlU賊α"IIzc 募金振り込み先：

富士銀行虎ノ門支店

普通預金2231357

「チャコ記念カップ｡」

詳しくは,NORC事務局へお問

い合わせください。
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1990年度第巳回関東支部代議員会議事録
社団法人日本外洋帆走協会関東支部

1．日時

1990年7月16日(月)18:40～21:00

2．場所

東京都港区虎ノ門1-15-16

船舟娠與ビル10F会議室

3．出席者

代議員37名（出席者24名）

安岡信一，石井竹彦，市村俊明，尾島祐太郎，加藤正

俊，高村宏，初鹿野幸生，平田克己，藤田弘治，古川

保夫，別部尚司，大儀見薫北村勝彦，周東英卿，藤

山隙斉，池田武邦，蛯名毅，中馬勇，樹尺真則，矢吹

へ秀邦，小沢美弘，安原謬月，三宅直晴，野口隆司

（委任状13名）

小黒公一，倉持和夫，加藤忠男，中谷林平，桝出政

治，多門信，田中淳，戸田宏，兵頭茂，藤井茂、永野

隆雄，加藤亨，古田明俊

代議員以外の出席者

並木茂士(I對東支部・議長),飯脇征l几l郎（常任委員・

小網代FC),沼田尚文（常任委員・逗子FC),内藤恒

夫（常任委員．東京FC),器澤文男（附任委員・柑賀

FC),稲葉文則（常任委員・熱海・伊東FC)

4．議題

(1)JYAとの合併問巡

(2)'91～'92担当代議員改選の件

(3)関東支部連営規則改112の件

(4)その他

5．議事

18:40,11i川闇ll支部災の挨拶があり，安'歯l副支部長

への!fl会により開会，出席代議員は37名で､代議員58名の
過半数で定足数を充足していることを艫忍，並木支部

長力議長と葱り，議事録署名人に藤田，小沢両代議員

を指名し，議事に入った。

並木議長から，本会議て議決が必要とされる議題は

(3)て､､あり，議事運営上，先ず，調理(3)を需叢していた

だきたい旨の発言があり，了承を得た。

議題3)関東支部運営規則改正の件について

並木議長から次の説明があった。

5月の常任委員会において，熱毎・伊東フリー|､の

設立が承認されたことに基づき，配布資料のとおり，

NORC関東支部運営規則第12条に「(14熱毎・伊東フ

リート」を加え，即11実施することとしたい。誇義の

結果，意議なく改正案を承認した。並木議長から，熱

海・伊東フリートキャフ。テン稲葉氏の紹介と，さらに

NORC関東支部運営規則第6条に基づき，同氏を常

任委員に任命した旨の説明があった。

議題(1)JYAとの合併問題について

並木議長から，本件については，配布資料の通り，

大儀見副会長から説明をいただくのが最も当を得てい

る，と考えられるのて鹸，お願いする。との発言があ

り，大儀見副会長から，『オフシヨア』6月号14～15

ページ「113回理事会議事録｣掲載の通り，報告がなさ

れた。

議題(2y91～'92担当代議員改選の件について

並木議長から，資料に基づき次の説明があった。

現代議員の任期は本年末まててあり，本年中に選挙

を行わなければならないが，関東支部としては，12月

3日までには各フリート毎に選挙を終了してもらいた

い。また，来年早々選挙管理委員の改選もあるので人

選をしていただき，推薦があれば，その旨連絡をお願

いしたい。旨説明があった。

選挙事務手続きについての質問のほか，理事と代議

員との関連について，現行の制度がて､､きたときに理事

の数（30名）に対して代議員の枠をその三倍以上(11

3名）にしたのは，代議員会がいわば議会（立法機関）

として機能し，理事会がいわば行政府として事業の推

進に当るという基本的立場に立ったものであり，理事

と代議員の兼務は当然あり得るし，その方が下意上達

の上からも自然て､､はないか，との説明があり，並木議

長から，その件は常任委員会て､先議することとする旨

の返答があった。さらに、代議員と理事との関係につ

いて，次の発言があった。代議員の中から理事を推薦

するということは，代議員会理事会の機向誰限から

考えても賛成できない。代議員と理事が兼務というこ

とになれば，立案・決定を二面の顔で､行うこととなり

無理がある。いずれにしても，この件は，代議員会が

その機能を発揮することに意義があることなので，な

お言蒜義すべきである。ということになった。

議題(4)その他について

並木議長から,NORC事務室が平成3年3月中旬

以降第2船舶振興ピル（虎ノ門1-11-2)に移転の

予定である。旨の報告があった。

以上をもって審議を終了し,21:00,1990年度第2回

関東支部ｲf議員会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを説明し，記名押印する。

1990年7月16日

議長並木茂士⑳

署名人藤田弘治④

署名人小沢美弘④
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⑪◎③◎、、⑳⑳②⑳⑳
前|Ⅲlに，組織のことを書きました

が，その続きを書いてみたいと思い

ます。

IYRU(IYRR)とかORC

で、広告とかヨットマンのクラス分

けが、定義されたり訴義されていま

すが、この事実を考えてわが国でも

それに対応した制擬世と，運営方法を

確立しなければならない時期にきて

いると思います。

私は不勉強でIYRUが何を目的

でこの様な事を打ち出してきたか分

かりませんが，惣考するに世界の

ヨシ|､界を完全な支配下に置く為

に，広告の収入を吸い上け､，力を付

ける半を目的としているのて鹸はない

てゞ しようか。

一方我が国を兇ますと、昨今陸の

スポーツが頭打ちになっており，コ

マーシャル界は，未開のlll界である

海にllを向けてきました。

その為，マッチレースだの，50

フッターレースだのと，色々なレー

スが登場してきています。

たしかにヨシ|､スポーツを理解し

て貰う為には大変良いことだと思い

ますが、その反面ヨット界の仕組み

が根本から壊れていく可能性が出て

きました。

何故ならばレースの責任の所在が

明確で､なくなって，コマーシャル

ベースに押し流されているからて叡す。

今まで行われてきたコマーシャル

ベースのレースは,IYRRに基づ

いて，誰かがレース委員長として，

責任を持ってレースが行われたと思

いますが，その点に対しては問題が

あるとは思いません。只，レースが

国際規模で行われたのて､､あれば，

レース委員長とか，審査委員長は，

国際資格を持った人が当たるべきだ

と思います。

何故ならば何かのトラブルが起き

た時は，国際問題になります。です

からそれに対応できる人が必要です。

その為にも，レース運営システムの

確立が，必要になっています。

右の表は，選手の種別，広告の種

類，各種委員の資格を，決められて

いるままに表にし，その段階等につ

いては私案を入れたもので､す。ま

た，作るについては，自動車のレー

ス運営方法を頭に入れ書きました。

まず規則ですが，国際格式は,I

YRRで，国内格式は,IYRRと

NORC規則て､､，支部格式以下は，

NORCと，そのレースの特別規則

で行えば良いと思います。

なぜこの様な事を言〈かと言いま

すと．『舵｣の1011号に石井氏(NO

RCルール委員長）も書いておられ

ますが，ジュリーの言うことを聞か

ない人がいます。IYRRはヨット

マンを紳士として扱い，諮問をしな

いで罰せられないようになっていま

すが，まだ日本て､､は社会環境の違い

か，不勉強である為か，それて鹸は通

りません。ですからそのまま(IY

RRの精神で､）行えば，レースの述

営が損なわれる恐れがあります（社

会状況により決められたH時に参加

する為，抗議の諮問，表彰式時間の

変更等出来ない事がある)。国際格

式と，国内格式はそれに朴1応しい選

手がf111場しているものと理解し,I

YRRて､､行い，支部格式以下は運営

に支障のない方法で，出来る特別規

則を作り行えば良いと思います。

選手についても，車の世界では支

部格式て､､5～10IIII以上出場し，何回

かは優勝しないと|到内格式には走れ

ません。国際格式も国内格式の出場

実績と，年間ランキングの何位以上

でないと走れません。またピットマ

ンの管理は選手の責任で，ピットマ

ンの不注意て選手が失格になります。

ヨットではスキッパーが選手に当た

りますが、クルーの不始末はスキッ

関東支部副支部長安岡信一

パーの責任です。艇長会議にt}'!ない

スキッパー，何H寺もトラブルを起こ

しているスキッパーは国際格式には

出られませんし,NORCとしても

出せません。

レース委員長についても，フリー

トレースを3回以上経験して，支部

格式の委員長が出来るようにし，支

部を経験して国内格式となり，国内

から国際へと上がって行くようにす

れば，レース委員長も自信を持って

レースの運営に当たって行けるのへ

はないて､､しようか。当然レースの連

営は厳しくなりますが，厳しくして

当然であると考えます。

あるII制明まて､､は，会員艇を噸やす

という大義名分の為，ある部分は目

をつぶって来たことはあると思いま

すが，これだけ艇も増えてきた事で

もあるのて鹸，これからはびしびし厳

しくいくべきて傘あると考えます。

審査委員については，それぞれ関

係する支部常任委員会とか，本部の

理事会が指名し派遮して，そのレー

スの審査委員会を作らせたら良いと

思います。石井氏もｲ爾簡しています

が，あまりにも権威が無さ過ぎます。

権威を付ける為には権限を持たせな

くては駄目て繍す。へ

審査委員は，レースの安全力確保

できないようなレースに対して，中

止させられる権限（レース主催者に

命令する。それによる経済的負担に

は一切関係なく，本部又は支部に対

してのみ，中止の根拠を示し責任を

持つ。規Mﾘの執行が正確に行われて

いるかを確認する事と，掘義の処理

に当たる）を持ち支部又は本部の組

織のみに，責任を持つようにして，

レースの運営には関わり無いように

すれば，先に書いたようなコマー

シャルベース優先のレースは出来な

くなると思います。

私もつい最近「裕次郎カップ｡」の



レース委員長をやりました。やって

みて驚きました。艇長会議は出艇申

告会てゞ，レースの説明は各艇に伝

わってませんし，一部の人はお祭り

レースであるからと，従米からの考

え方て､､，スタートは適当にやるし，

ルールも守りません。

お祭りレースであるからルールを

守らなくても良いことにはなりませ

ん。レースはルールの中て､､いかに早

く走るかを競うものであって，ルー

ルから外に出たものはレースとは言

いません。お祭りと言うことは，

ルールの中でいかに参加者に楽しん

で､もらうか，運営側が工夫をするこ
へ－－､一ｷー
.L9o

例えば,IORの早い艇にはハン

19

デを増やし，普段余りレースに出て

こない艇に，なるべく入賞して貰え

るようなボーナスを出したりして楽

しむのが，お祭りレースて､､す。

その反面ヨット技術の進歩の為に

はIORのレースも絶対必要て､す。

したがってIYRUが認めてい

る，う｡ロによる賞金レースもやむを

得ないて、しよう。だから，そのフ･ロ

がアマのレースに入り込んだりしな

いような，システムを確立しておか

なければなりません。

今までのように野放しにしてやっ

ていては，ヨットの統括機関が無い

のと同じ状態になります。

何故かと言うと，今はイベント屋

さんも試行錯誤の時代で,NORC

0FFSHORE

とかヨット協会の主催・後援を取り

付けやっていますが，何回かやって

いくうちに，主催・後援を取らなく

てもやって行けるように成った時が

困るのです。イベント屋さんも儲け

が多く，運営てゞうるさいことを言う

組織を入れないで，開催出来れば最

高です。

そうなった時,NORCもヨット

協会も放り出されるでしょう。そう

ならないために，レースの格式付け

だの，格式付けによる運営の方法，

選手の管理方法（格式外のレースに

出場した時ペナルティを与える等）

を確立しておかなければなりません。

その為には,NORCとヨット協

会による統一団体を作り，ヨット界

レース委員・広告・選手の出場範囲等の説明表
現在試行的に行われているルールがあるが、この表はあくまで本文の説明用のために私が勝手に決めた数値です。

レースの

格式

熟蕊蕊･灘;§、鴬’． レース委員

長の資格
出場選手の種別

国際格式｜グループ°1･2･3

〃〃｜グループ｡3のみ

国内格式

（全国）

支部格式

フリート

グループ｡1･2･3

グループ1．2

グループ｡lの象

広告の種類
鍔〆雰

カテゴリーB･C|国際資格

カテゴリーC P'

カテゴリーA・B 国内資格

カテゴリ－A 支部資格

カテゴリ－A 資格が必要

審査委員の

資格

国際資格

〃

国内資格

支部資格

資格が必要

資格の取りかた及び指名の方法

摘 要

国際審査委員又は理事会指名者

プロだけによるレース・賞金レースも

含む

支部レース3回以上経験又は理事・本

部各種委員長

フリートレース3回以上経験又は支部

各種委員長

講習を受けて資格を取る

注意レースの格式の実際例

へl到際格式.….外国から多数の艇及び選手が参加し，外国でも認められているレース。及び日本から外国，外国
からn本へのレース。又はプロのみによる賞金レース。例，『ニッポンカッフ。』,｢50フッターレー

ス』，『グアムレース」等。

国内格式……日本選手権を掛けるもの。各クラス選手権も含む。例，『ジャパンカッフ]，「ワントンカッフ。｣，

『ハーフトンカッフ｡」等。

支音防各式……支部が主催するレース。例，フリート対抗，『鳥羽レース』，『裕次郎カップ｡』等。

フリート……フリートが主催するレース。各島回りレース，『初島ダブルハンドレース」等。

クラブ……各フリート及びハーバー，クラブが主催する会員の練習を目的とした三角レース及び親睦レース

選手の種別

グループ3……ヨットに乗ることで､，生活をしているフ･ロ。

グループ2……グループ’て､も3でもない選手，メーカー等が含まれる。

グループ1……完全に須暇としてヨットに乗っている者。

広告の種類

カテゴリーC･･…特別な広告規定によって広告の表示ができる。

カテゴリーB……規則にしたがって，艇体，セール等に広告の表示ができる。

カテゴリーA…．．認められたもの以外は原則として出来ない。
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を統括していかなければなりません。会は，組織で出来上がっているのl)する事は不可能て､､す。そういう事

これは私の考え方ですが，もしもで､，糺職が無視されるようになればを考え合わせると，両組織から代表

このままイベント屋のペースて翻進困るのて騨はないて．しようか。を出して，ユニオンを結成し，それ

み，我々 の組織が無視されるようにて､､すから少して､､も早く，両|､j1体にを土台として，進展させていくしか

なってきたら,NORCもヨット協よる統括団体を作ってほしいのです。方法がないと思います。

会も困ります。一部には両団体が解散して，ひと何はともあれ，一日で､も早くレー

最悪の事態を想定しますと,NOつになれば良い，と言われる方もぃスの連営方法，選手の把握その他

RCはそれでも救いがあります。何ますがそれは理想論て､､，行政上（文のシステムが早く確立HI!来るような

故かと言うと,NORCはヨットの部省と運輸省の外郭団体と言うこ方法を作り出される事を祈りつつ筆

オーナーの集まりであるので，最悪と）無理です。またNORCは会員を置きます。

の場合はオーシャンレースだけをから約一億円のお金を預かっていま

やっていれば済みますが，ヨット協すのて、，それを処分したり，返した

?鴬雲
“潮風1II''や“

コンテッサVⅡ.，，

N-320シリーズ

などの設計者で､，

その風貌からポパ

イの愛称で知られ

ているNORC会員戸田邦司氏が，

運輸省海上技術安全局長に就任さ

れ，そのお祝いの会が去る9月4

日，キヤピトル東急ホテルに海の仲

間約150人が集まり，盛大に開催さ

れました。

我々NORCにとって，運輸省は

監督官庁で､もあり，最も縁の深い

も役所ですが,正直に言ってヨット
界の現状の把握やヨットに対する理

解というと，今まで十分ではなかつ

職'；'跡･鴛癖
鼬--息聯篭棋愈蝿篭隣

たと思います。しかしNORCの現

会長であり，バリバリ(?)の現役ヨッ

トマンでもある石原慎太郎氏力Vl召和

62年11月から13ケ月にわたりj郵前大

臣を務め，運輸省内のヨットに対す

る認識も急速に高まり，また海上保

安庁のヨットに対する理解が漸く深

まってきたことは，我々の記憶に新

しいところです。

今I111,我が国の先駆的ヨット・デ

ザイナーの一人て､ある戸川邦司氏

が，船舶の安全|生や，免許制度を直

接，掌管する運輸省海上技術安全局

長に就任されたことは，我々ヨット

マンにとって，心強い限りです。

会は発起人を代表して石原慎太郎

氏の挨拶で始まり，米沢-JYA副会

の
と鍾電

誉較

蕊

発起人代表・石原会長の挨拶。中央に戸田氏，右はこ家族の方々

長，大儀見薫NORC副会長よりの

挨拶の後，現“潮風”オーナーの山

本房生氏の発声で乾杯，歓談に移り

ました。

会場には，‐占〈からのNORCの

メンバーをはじめ，92年のアメリカ

ズカッフ。に我が国から初めて#蹴す

るニッポンチヤレンジ111崎達光会

長,BBCチャレンジ小林正和代表

など，多士済々の顔ぶれが揃い戸田

氏の交友の広さが窺われました。

閉会に当り，謝辞に立った戸田氏

は，素晴らしい海の仲間が，こうし

た楽しい会を附いてくれたことに感

謝し，また’|喪かしい多くの人たちに

会えたことに大変感激していると述

べ，心よりの謝意を表していましプヘ
また内助の功“オリーブ”こと節子

夫人にも盛大な拍手が送られていま

した。最後にヨット界では知る人ぞ

知る，江の島寿司政の“アニキ”こ

と山口旦氏の手締めで，和やかなう

ちに会もお開きとなりました。

戸田邦司氏略歴

昭和9年11月16日生、福島県出身，

横浜国立大学工学部造船工学科卒業

後，昭和34年運輸省入省，海運局外

航課補佐官，海上保安庁船舶工務

官，ジェトロオスロ事務局長，東

北運輸局長等歴任の後，本年6月よ

り海上技術安全局長
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NORC保険デスクより
船体保険金の内容

事故によって船体に損害を被った

場合に支払われる保険金についてお

話ししたいと思います。

船体保険加入に際し，その艇の時

イilliを算出しH#li11100%の保険金額で

ご契約いただいていますのて鹸，不幸

にして全損となった場合には，

支払保険金＝船体保険金額

となることはご存知のとおりです。

それでも船体保険には一事故免責

金額10万円という自己負担分がある

はずで，全損事故の場合でも免責金

－頁10万円が差し引かれて支払われる

のて鹸は，との疑問が残ります。

全損事故では船体僻食免責金額は

差し引かれることなく，前式のとお

り，保険金が支払われることになり

ます。

全損事故はめったに起きる事故で

はありませんので､，次に部分的な船

体事故のケースに話を進めることに

します。部分的な船体損害が生じ，

その損傷を修理することができる場

合には，次のとおり損害額が決定し

ます。

〈損害額＞

＝〈修理費＞＋〈費用＞

一く部分品交換による船体時価の

増加額＞

ヘー〈修理に伴って生じた残存物が

あるときはその価額＞

〈修理費＞とは，事故発生直前の状

態に復旧するための『純然たる修理

費」と最寄の修理場までの『曳航

(j圏般）費用」又は修理地まで航行

するために必要な仮修理費用の合計

です。

従って，先の例のように艇が全損

に帰した際には，曳航費用は自分で

負担し葱ければならなくなりますの

で､，艇の救助成功の見通し力確実な

救助業者への依頼をお勧めします。

司艘に遭難した船舶の救助は，気

象その他の外的条件に影響されるこ

とが多く，救助作業は専門技術力を

ただける保険金支払には，事故調査

の段階からのご協力が必要て､､す。

今後共よろしくお願い致します。

必要とするものて鹸すから，有効な救

助を依頼するのが良策て騨す。

さて分損事故の救助て､はサルベー

ジ会社，しゅんせつ組合等に要請し

支出した費用については，その請求

額を曳航費用として修理費に加算す

ることができます。救助費請求がな

くて支払った費用については，その

救助作業に相当な金額であるかにつ

いて調整の上，曳航費用と決定しま

す。

〈費用＞の内訳は，損害の防止軽減

のために必要又は有効であった費用、

ｵ罫l1保全又は行使に必要な手続をす

るための費用・盗難艇の引取費用で

支,'l'!された費用について損害額に算

Illlできます。

〈部分品交換による船体時価の増加

額＞とは，修理に際し部分品を交換

したために艇全体としての価額（修

理後の時価）の増加を生じたときの

その増加額のことです。

中古マスト折損事故で，相応のマ

ス|､に交換した場合に，折れたマス

トのH制､が低く，その修理によって

艇の価値が顕著に増加し，いわゆる

焼け太りのような修理となる時は，

墹加額が差し引かれるケースもあり

得るという意味合いて､､す。

船体保険て叡いう修理費とは，あく

まで損害が生じた地および時におい

｜,､j,体窓'-!NORC保険デスク火jj<郁丁,代田区神田錦町1－9尺即ビ.ル
火南興廉株式

111,1f：有光圧
TEL：0120

NORC認定代理

会社東京街業所内
子，長尾光

一024410FAX:03-291-2289

店一覧1990.6.1現在

名称・会員名 〒住所

lO7東京都港区
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AIU赤坂ビ．ル

TEL･FAX

T：03-586-6297

F：03-584-6203
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‘掛務所
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知久

保険'1F務所

知久艮広

73O広島市中区

富上見町2-9-103

て，事故発生直前の状態に復旧する

口
7]l倉敷I府児島

稗田町67

(ｨ')ハ・’11

保険ｷﾄ務所

ノl-III彰造
ために必要な修理費のことですから

ご理解ください。

〈修理に伴って生じた残存物があ

るときはその価額＞とは，代替品で

修理した時など，事故部位周辺で機

能面・金額面で残存物がある場合に

は，その価額が差し引かれるケース

もあり得るということです。

以上の合計により損害額が決定し

免責金額力差し引かれて，支払保険

金が算出されることになります。

船体保険金について説明致しまし

たが，ご契約者の皆様に納得してぃ

玄海支部

住所変更のお知らせ
玄海支部は下記住所に移転いた

しました。

〒819福岡県福岡市西区小戸3－

58－1市立ヨットハーバー2階

'Ibl/FAXO92-881-6207

又は

TblO92-581-9121(末松歯科医院）

FAXO92-501-8500
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指定検査員養成講座が開催される 保険小委員会

下八平氏を誰師に招き，ヨット修理

業者として保険に絡む工事の難しさ

についての体験談を踏まえての講義

があった。サーベヤーはすぐに見積

を出せというが，工事をやりながら

でないとわからない部分もある。最

初1回だけ見に来て後はまったく見

にもこないサーベヤーがいる等，実

際に修理に携わっている立場から

色々な事例を挙げて解説をしていた

だいた。

山下氏は前日台風19号が関東地声

をかすめたため一睡もしていないと

いう事て､，講義は10時て願終了した。

翌日は午前8時30分より，貝沼氏

よるスパーの講義が始まった。前回

の『ケンウッドカッフ。』でもマスト

トラブルに泣かされた艇が多くみら

れたが，マストメーカーから見た現

在のマスト強度と，ヨシ|､乗りがマ

ストを扱うときの注意等の話からマ

ストの寿命，さらには折れる原因や

可能性についてう。ロとしての経験を

含めた講義であった。参加者もマス

トについての関心は非常に高く質問

力湘次ぎ，規定の時間を30分以上も

超過した。

スパーの次には，猪上氏による艤

装品についての講義があった。猪へ
氏からはブロック類の取扱い上の注

意，メンテナンス方法を中心とした

話から，現在のサーベヤーのレベル

の低さ，今後の対応策についてまてﾞ

かなり堀り下げた講義が行われた。

昼食後て､はORC特別規定と安全対

策という課題で､長江氏の講義があっ

た。講義の中，長江氏からは艇の安

全対策について詳細に解説をしてい

ただいた。

その後，洋上実習と海事鑑定制度

の説明の2通りに分かれた講義と

なった。“衣笠”艇に乗船した参加

者は相模湾内て､帆走理論・安全備品

などの格納方法等の講習を受けた。

イ業務を行いたい者は，その希望に

ついて述べた。又海外でヨットの

サーベヤーと接し，始めてサーベ

ヤーの存在を知った参加者からは，

現在の日本のサーベヤーのレベルの

低さがｷ討簡された。

今回の講習会には，僻食会社やサ

ルベージ業者等の特Bi聴講者が数人

参加をしていた事も大きな特徴てﾞ

あった。特に住友海上の社員の方は

会社に休暇願いまで出し広島から出

席した。

昼食後は新田氏によるサーベイの

実際というテーマでの講義と，有光

氏からNORCヨット保険の約款に

関する講義があった。その中，新田

氏はサーベヤーは常に中立な立場てﾞ

仕事をしなくてはいけない事，保険

約款は必ずサーベイにはもって行く

事から，現在のサーベヤーのレベル

がいかに低いか，そしてその対応策

について講義がなされた。一方，有

光氏からは保険の加入方法，料率，

担保範囲等についての講義がなされ

た。更に海外ヨット保険についての

説明も併せてなされた。

その後，林賢之輔氏によるヨシ|、

の船体設計構造，強度等，かなり専

門的な講義があった。

夕食後は山下ポートサービスの山

去る9月20日，21，22日の3I~l

間，三崎マリンに船いて第llp1指定

検査員養成講座が開催された。

テキストは、各講師が指定したも

の，保険約款，昨年度NORC艇で

事故を起こした艇の実際のサーベイ

レポート等が用意され参加者に配布

された。

講習会は保険小委員会委員長，児

玉萬平氏より保険小委員会の設立の

経緯,NORCヨット保険の抱えて

し､る問題，ヨット保険の現状，何故

指定検査制度が必要であるかの説明

から始まった。説明の中児玉氏は特

に，今がヨット保険の幕開けである

にもかかわらず周囲の環境力整備さ

れていい､事，更にサーベヤーのレ

ベルが低いために発生する色々な弊

害が多い事,NORCヨシ|､保険が

現在置かれている立場について参加

者に分かりやすく説明した。説明

後，何故指定検査員講習会に参加し

たのかを中心とした参加者の自己紹

介があった。海事鑑定人としてすで

に運輸省の登録を受けている者が5

名参加していたが，それらの者は自

LLのサーベイの経験，大型船とヨッ

トの違いなどについての考えも述べ

た。更にNORCの認定を受け，将

来海事鑑定人としてヨットのサーベ

軍 1
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貝沼氏によるスバーの講義を熱心に聰く受講者
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一方陸上では指定検査員に認定され天により走錨し，隣り合う5艇がが荒天により走錨し損害が発生し，

た後，海事鑑定人として登録をされ次々に接触した事故で，2艇が保険保険会社にも事故報告がなされたに

るまでの過程海事鑑定人の職貴等に加入しているためサーベーヤーをも|對わらず，事実確認や損害程度の

について説明がなされた。含め関係者がこの両艇に責任をすべサーベイをまったく行わず1年以上

最終3日目には，石井氏によるIてなすりつけてしまったケース以未解決と准つた事例に対する考察を

YRRの代表的判例を含めた講義で上の3件のケースについて4名ずつ10月6日までに行う事て､あった。

幕をあけた。石井氏からはレース中のグループに分かれそれぞれに与え認定課題は10月6日に締め切ら

の接触・衝突事故のルール上の解説られたテーマを考察し発表をした。れ，10月13日に認定審査が行われた。

を中心に講義が進められた。参加者課題は午前中に各グループに振りその結果，現在既に海事鑑定人とし

からは海上で衝突した場合の過失割分けられ，昼食をはさんて､､3時間ほて登録を受けている5名がNORC

合の算定について等過失に関するどかけて考察をした。考察の結果は指定検査員として認定された。更に

質疑が盛んになされた。発表され，考察したポイント，本来海事鑑定人として登録を受けるため

最終日の大きな課題はケーススタはこうあるべきであった等と活発なに今後1年間の実地卵'多期間が必要

デイであった。今回ケースとして3意見の発表があった。な者7名には,NORC指定検査員

つのパターンの事故力選ばれた。そ発表の後に，児玉委員長から講習補の資格が認定された。認定を受け

へ内容は，①レース中に発生した接会全体に渡る詔面と，第1歩を踏みた検査員は以下の12名である。

｝眼事故で，サーベヤーが過失割合がだした検査員制度の意義について再指定検査員池口俊紀，梅田義一，

認定できないにもかかわらず保険金度説明があった。最後に講習会を終小川浩巳，清水昭，新田肇

力支払われたケース②係留中風~トー了した者に対して指定検査員認定課指定検査員補井上俊信，伊吹誠

側の艇に損傷を負わせた2艇の過失題が発表された。認定課題は昨年の一、岡野正道，岸本信弘，遠井洋

割合を鑑定するケース③係留中荒『鳥羽パールレース』にIII航した艇文,fi'ill｣実，守分功

NORC近畿北陸支部

夏期シリーズ5回戦

ポイントレース

（9月9日）スタート10時10分

艇名
FRONTRUNNER

MAYUMI

SUEKO

SUPPEREROS

IBIZA

種
５
、５

９
１
７
６

４
３
４
３
３

艇
〃
俳
昨
舟
ル

ー
Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｅ

Ｘ
Ｓ
Ｂ
Ｆ
Ｊ

ｸﾗｽSAIL

I1195

14263

12377

13268

13792

順
ｌ
２
３
Ｔ
Ｓ

着
肥
Ⅲ

所用時間
03:11:27

03:12:16

03:13:18
*＊：＊＊:＊＊

＊＊：＊＊：＊＊

・
３
３
７
８
８

Ｆ
５
２
６
４
４

・
５
１
１
７
７

Ｃ
７
８
８
７
７

口
も
■
■
■
■

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

修正秒ｸﾗｽ順得点持点総得点
8676.117.87514.5022.375
9370.726.0000.006.000

9472.134.5000.004.500

******RET1.5000.001.500

******DNS1.5000.001.500

Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

（

８
７
２
８
８
５
２
６
５

７
４
２
４
０
０
８
５
２

０
８
０
４
８
１
６
５
８

４
２
２
３
３
４
２
３
３

ALFA

Strawberrym
めるへん

HYOTTOKO4

PENELoPEm

CAPTAINSANTA

Lamb

FIREBIRDV

ENTERPRISE

YAM-30SI

YAM-30RI

YAM-R30

FARR-30

FARR-30

YAM-30SI

YAM-26SS

YAM-26SS

J24

TAK-1/8
TAK-1/8
KAN-23

TAK-1/8
YOK-22

KAN-23

４
Ｃ
Ｔ
６
５
Ｃ
２
１
Ｃ

Ｎ
Ｅ
Ｎ
１
１
Ｎ

Ｏ
Ｒ
０
０

７
７
５
８
０
７
９
７
３

３
２
８
５
８
３
５
３
９

２
４
３
２
２
２
９
２
１

７
７
７
７
７
７
６
７
７

●
■
■
■
■
■
■
■
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
＊
＊
１
９
＊
５
４
＊

４
＊
＊
５
３
＊
５
５
＊

。
。
。
●
凸
凸
。
■
●
●
●
？
●
①
■
●
■
■

ｑ
Ｊ
＊
＊
川
４
月
４
＊
庁
Ｉ
（
Ｕ
＊

１
１
＊
＊
１
Ｌ
‐
１
＊
〔
乙
ワ
］
＊

●
●
●
●
凸
■
●
●
■
●
守
●
■
。
■
●
■
●

３
＊
＊
３
３
＊
３
３
＊

０
＊
＊
０
０
＊
０
０
＊

Ｆ
Ｄ
＊
＊
ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
＊
〃
４
Ｆ
、
＊

．
＊
＊
。
。
＊
・
・
＊

凡
４
＊
＊
Ｆ
Ｄ
ｎ
乙
＊
１
Ｌ
〔
。
＊

１
１
＊
＊
Ｒ
〕
八
Ｕ
＊
、
６
ワ
］
＊

ん
坐
＊
＊
川
孟
Ｆ
Ｄ
＊
八
ｂ
庁
ｉ
＊

〔
６
＊
＊
Ｒ
〉
ｎ
６
＊
Ｒ
〕
〔
６
＊

ｌ
Ｃ
Ｔ
２
３
Ｃ
４
５
Ｃ

Ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｒ
０
０

9.37511.2520.625

0.00014.5014.500

1.5008.009.500

7.5000.007.500

6.0000.006.000

0.0005.005.000

4.5000.004.500

3．0000．003．000

0.0002.002.000

０
２
０
５
４
２

５
５
７
５
２
５

９
７
３
１
７
６

３
３
３
４
３
３

POISSONROUGE

CREEKV

JONATHANみう
DOOBIE

ESPERANZAm

FUZZY

７
９
０
８
Ｃ
Ｓ

１
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｐ

４
４
６
４
０
０

７
６
７
７
６
６

６
６
６
６
６
６

６
６
６
６
６
６

■
●
■
■
Ｂ
●

０
０
０
０
０
０

ｎ
乙
ｎ
５
１
Ｌ
ｎ
ｄ
＊
＊

Ｆ
Ｄ
へ
ｄ
Ａ
４
Ｔ
Ｌ
＊
＊

①
．
。
■
、
●
争
申
①
凸
ｅ
■

Ｆ
Ｄ
ｑ
Ｕ
八
Ｕ
庁
Ｉ
＊
＊

１
１
勺
１
ワ
］
可
上
＊
＊

ｄ
ｄ
４
ｇ
ｇ
●
●
凸
。
◆
■
■

ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
ｑ
〕
ｑ
Ｊ
＊
＊

（
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
〕
ｎ
Ｕ
＊
＊

ｎ
．
１
１
戸
Ｏ
ｑ
Ｊ
＊
＊

。
・
・
．
＊
＊

ｎ
ｏ
ｎ
乙
只
〕
序
Ｉ
＊
＊

川
吐
只
〕
へ
ｄ
Ｑ
〕
＊
＊

ｎ
６
Ｑ
Ｊ
八
Ｕ
Ｑ
Ｕ
＊
＊

庁
Ｉ
弓
Ｉ
Ｒ
Ｕ
ワ
ー
＊
＊

ｌ
３
４
２
Ｃ
Ｓ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｐ

7.87525.2533.125
4.50025.7530.250

3.00018.0021.000

6.00014.0020.000

0.00017.0017.000

1.50011.0012.500

V3956

V3925

V516

V338

V101

V3971

V475

風向135。

MARIE

LadyCat
SAYU

STARDUST

HARMONY

MICHIKO

HI－WINDI

(スタート時）

YAM-21CO.66061403:36:358584.5
YAM-21SO,6612PMS**:**:********

YAM-21CO.66061303:33:148451.7
YAM-230.6662DNC**:**:********

YAM-230.6662DNC**:**:********

YAM-230.6662DNC**:**:********

YAM-21SO.6612DNC**:**:********

3～5m/secレース委員長三井祥功

2

PMS

l

DNC

DNC

DNC

DNC

3.00017.2520.250

1.5007.258.750

4．8750．004.875

0.0004.004.000
0.0004.004.000

0.0003.003．000
0．0003．003．000
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ﾚー ｼﾝク･マルチ八ルが動き出してきた
マルチハルのレースといえば，ヨーロッパの大西洋横

|析レースやアメリカのフ･ロ・セールなど，う。ロフェッ

ショナルに徹したクルーと高価なワンオフ艇て叡競われる

一種独特なレースというイメージがH本て､､は定着してい

る。だが，海外のオフショア・レースのなかには，モノ

ハルとマルチハルがそれぞれのディビジョンに分かれ，

同じレースで競い合うというシーンも数多く見られる。

今年行われたトランスパツクでは，2艇のF-27トラ

イマランがエントリーdうちl艇がダブルハンド部門で

ファーストホームを飾り，オーバーオールて、も6位に

入った。ちなみに5着まて､､の艇は，すべてフルメンバー

のクルーが乗った50ftオーバーのモノハルて､，ショート

ハンドによるう｡ロタ､クション・トライマランカ詩つ潜在

的なパワーを十分知らしめることとなった。

11本で､も今年から，オープン参加ではあるがF－27

"FOLLOWME''がNORC関東支部のレース

や，本部主催の鳥羽レースなどに顔を出すようになり，

6jjにｲj-われた初島ダブルハンドレースて､､は，参加47艇

中セカンド・ホームの成績を残している。また，これか

ら行われる神子元，小網代レースには2艇のF-27かエ

|国 際 VHF

ー

鐙三

一ニー
ー詞

今年の初島レースにて快走するトライマラン(F-27ft)"フォロミー"へ

ントリーの予定にあり，ようやくではあるが，マルチハ

ル肺]士で成績を競える環境がて､きてきた。

このような状況を踏まえ,NORCでもマルチハル・

ディビジョンに関するミーティングをすて鹸に開いてお

り，今後さらに検討を重ねてｲ｢く-予定である。

無 線 機頒布
MR-2001

固定型国際VHF無纈幾
メーカー：ゼネラル・リサーチ・

オブ・エレクトロニクス

MR-1001

携帯型国際VHF無纈幾
メーカー：ゼネラル・リサーチ・

オブ・エレクトロニクス

国際VHF帯用アンテナ
メーカー：サガ電子工業

寸法:|.02m

菫量:|809

頒布価格：8,000円(同軸ケーブル

5D-FB20m付き）押目

無線機は海外ではAPELCOブ

ランドで売られているもので，郵政

省の型式認定に合格した機種です。

PLLシンセサイザー方式を採用し

ているので，すべての国際VHFチ

ャンネルに対応していますが、免許

上はチャンネルを指定されます。

また、携帯型無線機のみでは免許

交付されませんのでご注意下さい。

ご希望の方はNORC事務局へ申

し込んで下さい。
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いただきますも

ﾁｬﾚﾝ，ｽﾘｯﾄに工寓ﾉﾚを慨､特製く工､-ﾉ妙妙>記餓売／
ヤ訂､マリンウエアは､”リカズカツブに携戦するニッボンチヤレンジ"レーチームヘオフイ

シヤル(公式)レーシングウエアを提供｡1992年の晴れの舞台に向けてニッボンチヤレンジ

⑮'〃
クルーたちは､提供のウエアとともにベュキヤンブで連日トレーニン

グに励んでいま戒いま彼らの熱きチャレンジスピリットにエールを贈り

たい｡そんな気持ちを込め五特製くエールバック>を限定発売しま戒
MPPONCHALIJEWE

私たちはいニッポンチャレンジアメリカ杯1991"オフイシヤルスポンサーとして応援していま屯副MERICASCUPI99I

～_

カタログ1H求はし〒150東京都渋谷区渋谷1-10-7グローリア宮益坂11|鋒404【ヤマハマリンウエア･プレスルーム】まて

YAMAHA〒‘ヤマハ発動機株式会社《マリン用品営業部》 18締岡1噸割IlIIi新1125(}(l鼎地TEL.()5:偶-37-1123

1
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ニッポンカップ1990

国内予選代表選抜大会実行委員会

第4回を迎えるマッチレース『三

洋証券・ニッポンカツフ。1990」の|玉l

内予選代表選抜大会となる『プレ・

ニッポンカッフ。イン浜名湖』

が，9月14H,15Hの両日静岡県湖

西市のヤマハマリーナ浜名湖て開催

されました。

『三洋証券・ニッポンカッフ。国際

ヨットマッチレース」はすでに御存

知のように，本年11月15日～18日に

かけて神奈川県・葉山マリーナ沖て、

開催される，世界九大マッチレース

の一つを構成する大会です。今回行

われた『プレ・ニッポンカッフ。イ

ン浜名湖jは，そのニッポンカッ

プ本戦に参加する日本代表チームを

選抜するための国内予選大会の出場

権を得るためのレースです。ちょっ

とややこしいで､すが、このレースに

表彰式のひとコマ

26

勝ち残った上位6チームが，アメリ

カズカッフ別は域を表明しているニッ

ポンチャレンジ，ベンガルベイヨッ

トクラブの（予定）両シンジケート

の代表各1チームを加えた計8チー

ムとともに，国内予選大会(11月10

1~1,11H,葉lllマリーナ沖）に参加

し，そこて優勝したチームが日本代

表チームとして「三洋証券・ニッポ

ンカッフ。国際ヨシ|､マッチレース』

に参加て．きるわけて､､す。

このような意図てf企画された同大

会ですが，全国各地から26チームの

エントリーが見られ，初の試みとし

てはセイラーの皆様の関心が高く，

大会の意図は十分に理解していただ

いたもの，と感謝しています。大会

実行委員会としては「ニッポンカッ

プ』を頂点とするマッチレースヘの

興味が，あたかも甲子園を目指す高

校野球のような動きとなることを大

いに期待するものて浄あります。

さて，レースの方はYAMAHA－‐

2311を使用して行われ,初日の14日

は26人のエントリー・スキッパーを

9人，9人，8人の3つのブロック

に分けそれぞれでフリートレースを

行い，各ブロック上位4人，計12人

が翌日のマッチレースの参加資格を

得ました。翌15日，12人のスキッ

パーは6組に分かれ2勝先取式の

マッチレースを行い，各組の勝利ス

キッパー6人が国内予選大会へのII_l'1

場権を得ました。その6人のスキッ

パーは岩出彰（内海)，中野誠(大阪

湾)，竹内芳樹（鬼崎)，笹谷優（相

境弩)，東島和幸（浜名湖)，酒井俊

宏（富山湾）の各氏となり，結果論

ではあるが，全国各地のスキッパー

が顔を揃えることとなりました。

台風の影響もあり，一時的，開催

も危ぶまれましたが，雨まじりの天

候ながらも14日は北東～東の風3～

6％，15日は南南西～南西の風2～

7％とコンディションも上々で､，レ

ベルの高いレースが随所に展開され
へ

ました。

また大会期間中は㈱日本外洋帆走

協会，(鋤日本ヨット協会による今後

のマッチレース普及には欠かせない

オン・ザ・ウォーター・ジャッジの

勉強会も開催されるなど，この大会

は単なる日本代表大会の予選に止ま

らず，独立したイベントとして育て

て行く気運も見られました。

最後に共催いただいた㈲日本外洋

帆走協会，㈱日本ヨット協会，葉山

マリーナヨットクラブ，特別協賛を

頂いた三洋証券㈱，ヤマハ発動機

㈱，協力項いた㈱ヤマハマリーナ浜

名湖の各位に謝意を述べさせて頂き

ます。

撮影／添畑薫
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畷 第B回大原杯レース 玄海支部片倉静江

ろぃろ事情があって今年は時期を早

め9月15日（祭F1),16H(日)を選び

ました。コースは沖の島反時計回り

一本です。

スタート後4時間あまり微風に悩

まされましたが，玄界灘に出てから

は全艇いっきに走りだし，この海域

独特のチョッピーな波と，強い対馬

海流に押され気味の艇もありました

がNNE9～10mの順風にも恵まれ

トップ艇は午前311寺近くにゴールし

ました。但し，後続艇は非情の朝凪

につかまったようて､､すね。

毎年行われるレースですが、今回

特に興味深かったのは，1艇が26f-

t,4艇が34ftで，それ以外の14艇が

ハーフトンだったことです。まるで、

ハーフトンのマッチレースの感じさ

えして，ハーフトン組としては楽し

いレースて､､した。

「外洋を走れ／湾内をチョロ

チョロするな」が大原先生の口癖てﾞ

すが，素晴らしい海域に恵まれ，市

内からバスで15分，片道300円で来

れるいいハーバーに係留し，多すぎ

もせず，少なくもない外洋帆走仲

間そしていい先輩達にも恵まれて

博多は楽しいところです。

1983年11月，『第1m大原杯レー

ス」スタート以来，今年で8回目を

迎えました。博多湾内に玄海支部が

オリンピックコースをひく海域が大

原（おおぱる）沖になっているの

で，今回は『大原（おおはら）杯

レース」の大原敦初代玄海支部長の

写真も出させて戴きました。

玄界灘（灘の場合は玄海でなく世

界の界ですぞ）には”ﾄ|北部，特に

博多に住むヨットマンにもってこい

へ島々が点在しております。まず一

番北に長崎県の対馬，南に壱岐，そ

の東に福岡県に所属する沖の島と小

呂（おる）島，近くにはﾎ'1の島，玄

界局等があります。それに性賀県の

,g'l!目子灯台，束の灯台瀬等は夜間

レースを含むコースにはもってこい

の島々です。そうて需す，小呂島は20

マイルも離れているのに福岡市西区

になります。

そのなかて､も沖の島は由緒ある島

です。博多から約50マイル北に位置

し，西の対馬から約40マイルにある

絶海の孤島て穣すが，住所は福|前1県宗

像郡大島村て､す。宗瞬冊には交通の

*I|様，海の神様として有名な宗像大

社があり，その神社の沖津宮がこの

へにあります｡
海の正倉院とも言われ島全体が宝

の1l1で，島の住人といえば一週間交

替て､大社から派遣される神主だけで

す。実は女人禁制でも有名です。神

主も又島にあがる男性達も必ず海岸

でみそぎをすませてから入島するこ

とになっており，いつでしたか“リ

ブ号”が寄港した時，神社側は艇名

のリブをウーマンリブと勘違いし，

静かに事を納めたい神社側の酋遮で

上陸を許可したとか聞きました。

（小林さんが羨ましいて騨すね｡）

さてその「大原杯レース」です

が，本来ならいい風が吹きまくる10

月から11月にやっておりますが，い
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11
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1990年9月15日出場：19艇完走：19艇スタート時刻：11時0分0秒コース：小戸～沖の島～小戸

修正
順位

着時刻

日時分秒
修正時間
時分秒

着
順

艇名 TCF

１
２
３
４
５
６
７
８
９
叩
ｕ
哩
喝
皿
晦
肥
Ⅳ
旧
岨

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

■
■
Ｂ
●
■
■
■
■
●
●
■
■
。
■
●
■
■
色
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
ド

Ｋ
Ｒ
ヌ
ス

バ
ー
ム
ー
ロ

ー

Ｙ
Ｈ
Ｐ
グ
ル
・
ル
テ
ア
ト
ア
ア
イ

Ｄ
ラ
．
Ｉ
ン
一
Ｂ
コ
ピ
ゴ
シ
バ
チ
ボ
リ
フ

Ａ
テ
Ｒ
Ｌ
宝
ミ
リ
．
ラ
ャ
カ
ン
ル
マ
ラ
ガ
ス
メ
ー

Ｌ
ス
Ｄ
Ｃ
寿
ハ
メ
Ｇ
カ
キ
シ
シ
ア
ス
ラ
オ
エ
ア
グ

２
８
９
２
４
９
１
４
４
３
４
３
７
７
８
２
７
７

４
４
６
２
７
６
１
７
５
４
７
４
９
３
３
３
７
３
３

６
７
５
６
６
５
６
６
６
６
６
６
５
７
７
４
３
７
７

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

イ
ー
４
１
１
Ｌ
「
１
４
で
Ｉ
４
－
Ｉ
－
１
ｌ
Ｌ
１
１
エ
ー
ｌ
よ
「
ｌ
上
司
’
４
１
－
４
勺
Ｉ
４
－
Ｉ
Ｌ
１
Ｉ
上
１
１
上
司
１
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勺
Ｉ
▲
副
１
４
勺
Ｉ
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６
８
８
０
０
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３
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１
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１
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２
２
２
２
３
４
２
３
３
３
３
５

６
８
０
８
５
８
２
７
１
４
３
５
６
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１
１
４
１
６

３
２
２
１
１
３
３
２
３
３
３
４
５
３
４
４
５
２
４

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

２
１
５
４
３
皿
８
６
７
，
９
皿
晦
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昭
Ⅳ
旧
焔
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４
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６
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１
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５
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９
２
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１
１
３
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５
３
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４
５
２
３
４
１
３
４
１
３
３

１
７
３
７
０
４
５
９
９
０
３
７
９
４
５
０
１
２
９

４
４
１
１
１
１
１
２
２
２
２
３
３
４
４
１

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

スロア
ト
ア
ア
イ

シ
バ
チ
ボ
リ
フ

ン
ル
マ
ラ
ガ
ス
メ
ー

シ
ア
ス
ラ
オ
エ
ア
グ

レースコース図
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去る9月16日([I),「第26回大阪湾

横断レース」が開催されました。

このレースの呼び物前夜祭は，昨

年神戸海洋博物館にて実施されたの

に続き，今年は神戸市の迎賓館，相

楽園において開催されました。出席

はレーサー達を始め，近隣フリート

・クラブの方々，保安庁及び神戸市

の方々，また秋田内海支部長にも出

席頂いて，総勢200名の盛大産パー

ティとなりました。

前夜祭に先立つ艇長会議も全員背

広姿，オシャレでチョッピリ気障な

神戸ならではの艇長会議でした。

さて，明けて16日午前6時，早朝

一発スタートと意気込んで､は見たも

のの，風と潮て穣本部艇が走錨。既に

予告信号力揚がっていたにも拘わら

ずやむな<ll11答旗掲揚。40分遅れの

スタートとなりました。各艇スター

ト延期に緊張を欠いたか，或いは余

裕かバラバラとしたスタート。その

中,際どいポートスタートを敢行し

た“出雲”は|､ツフ。スピードで本部

魎協をすり抜け，見事なスタートと

なりました。

レースの展開は，7～8mの風の

中，スピードに勝る2トン,1トン

勢力挺団をリード，激しいトップ･争

いの結果“アイムソーリ”がフィ

ニッシュ直前“ドンキー”を差し

切ってファーストホーム。2時間27

分54秒というコースレコードて､､した。

しかし，総合成績は大型艇有利の

風にも拘わらず，中小型艇群が頑張

りました。中て､も“出雲”は最後ま

で40フィート艇に食い下がり，最新

鋭タ､ビットソン34の“ペオ､ロープ”

をも振り切って4着。念願の優勝を

獲得しました。

2位は昨年に続き“ウインドセー

ラー”。あくまで､J24にこだわる，

己斐艇長の腕の冴えと執念が光りま

した。3位は“サザンブリーズ”・

10年選手のデュポア％トンをここま

で侍って行った司宮艇長は充分満足

したことでしょう。

一方，コースレコードを作った

“アイムソーリー”は4位。さすが

1トンのスピードを見せてくれまし

たが，常川艇長としてはイマイチ

だったのでは。

それて､､は，“出雲”の伊藤艇長に

優勝の記をお願いしましょう。万年

2位との陰口に耐えての勝利。溜飲

を下げたに違いありません。

●

“出雲”優勝記

艇長伊藤耕磁

前夜祭の後始末を終えて午後11時

過ぎ就寝。朝6時のスター|､のため

4時起き。レース中眠たくならない

かと思いつつレース海域へ。いつも

の大阪湾であれば朝凪のはずが今日

はいい風が吹いている。

レースコースは一本道のクローズ

|、

”
》
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卿

凡

－蔦X感
ｰ

瞳箕
竜
一

今＝

一
毛

優勝した“出雲,，のセーリングフォーム

果は別にしても，自ら満足て騨きる走
へ

りだった。

着順で4着，先着した1トンと後

ろから来るJ24らの修正時間が気に

なりつつも，ともかくカンビールを

一本。

今年2月，8年間共にしたニコル

ソン％“朝風”と別れを告げて，艇

名も“出雲”と替え3()SIIにした。

メンバーは10年以上共にしている熊

谷，鈴木，奥谷を中心に新しいメン

バーを加えても平均年齢37才くらい。

動きも当然年齢並みになりがちでは

あるが…。

外面の良い“出雲，と言われ，須

磨のポイントレースでは一度も勝て

ない日が続いていたが，この「大阪

湾横断ﾚー ｽ｣に併設されている猛
磨ヨットクラブの『シアトルカッ

シリーズjにも優勝ができた。ああ

これでレースを止めてもいいなと思

いつつも，今回の勝利は，タ、イヤモ

ンドセールの三船氏の同乗が最大の

ポイントであって，“出雲”はまだ

まだ発展途上だと考えている。しか

し，クルー共々この喜びを味わえた

ことは，今後のヨシ|､ライフが一段

と楽しくなりそうな予感がしている。

●

最後に，多数の参加艇があり，良

い風が吹き，無事レースが実施出来

たことは，なによりのことて騏した。

関係各位の征噸力を心から感謝いた

します。須磨フリート岡田真一

ドリーチ。昨年は西寄り． スーー

昨年は東寄りのコースが有利で､あっ

たが，今年はどうだろう。少し迷っ

たが，風がいいからラムラインー本

と決めてスタート。

スタート後15分,21､ンが追い抜

いて行くが，スタートでの差は臨時

ボーナスを頂いた気分。途中からス

ピンが揚がる風にシフト，レース展

開が速くなりそうな気配が漂ってき

た。

1トン・2トンが視界内,Xトン

が横にといい感じだ63時間弱の速

いレースながら，雨の中メンバー全

員が集中力を持続させたことで､，結

フォーマルウエアで行われた前夜祭



"AZIZA''オーナー佐藤よしき

『鳥羽レース」クラス優勝に輝いた

のて．すが……その後持病が再発し

て，恥ずかしながら入院，締切に間

に合わず，無念でありました。遅れ

ばせながら興奮をお伝えする次第で

す。

●

早朝，ホテル窓外を見入る。緑豐

かな鳥羽湾は穏やかであった。太陽

のキラメキに海面はわずかな小波を

寄せ，居並ぶ大ヨット群の停泊に，

へまどっているかにも見える。大

レースを前に，腕に覚えあるクルー

達の早くの到着を渇望しているかの

ように，各々のヨシ|､は，主人公達

を待ち構えていた。昨年の荒天下と

は何たる違いであろう。

今年はこの好天気に気分も高潮

し，「ヨシ行くぞ一／」の声もはず

んでモヤイを解き，見送りの女房達

にしばしの別れを告げる。スタート

海面に向う各艇のメンチヤンパレー

ドは壮観だ。

スタート12時。下側からの好ス

タートを切れた。後方に百杯程の各

艇を見やり，何ともいえない満足感

に浸る。2～3時間後，風も6～7

mに上がり，フルメイン,No-1ライ

ヘで滑走する。夕暮れ迄は1トン勢

|;嬢

聯雰
オーナーより偉い!?クルーを乗せ走る“AZlZA，

29

がまわりに見え，競い合いのおもし

ろさに少々の興奮も加わり，クルー

達の意気も盛んになる。

暗い夜のカーテンが周囲をおおう

と，風が突然に振れ，神津島へのラ

ムラインが引けず，御前崎方向へ

突っ込む形になる。あわててタック

して補聿へ向けようとするが，潮が

きつくて思うように艇は進まない。

虚しいタックを繰り返したが，朝

方，やっと神津を確認で､きた。神津

を回る頃昼を越えていた。私は一睡

もできなかった。何故って？4名

分のバースは遠慮のないクルー達に

占領されていたのだった。それでも

仮眠しようと床で睡魔におぼれかか

る途端，顔と頭をクルーに踏んづけ

られ，しっかり起きてしまったのだ。

眠気も冷める一瞬が次に待ってい

た。名古屋の“シュビシュバ”と神

津のブランケに捕まった処からデッ

ドヒートを演じる事に葱った。沖か

ら抜かれる。新島，武根の間を抜

け，新島のブランケで，我艇は抜き

返す。かなりの距離差をつけたとホ

クソえむ間もなく，利島へのアブ。

ローチに失敗して，再びブランケに

捕まり，彼らにスルスルと追い抜か

れた／すべて数時間の出来事てﾞ

あったが，ロンク､レースには珍しい

象‐鴬c
守司

0F応"0雁

’
スリリンク寧なマッチレースを楽しめ

るとは／改めてヨットマン冥利を

味わった次第である。されど，ここ

は相樹宵て､もあった。内心，我々の

庭というべきこの光景の中で，大島

のブランケを避け三崎へ近づく行程

は，我々の方が熟知していたものと

思われる。庭の風向きがどちらへ振

れるものか，少なくとも湘南のヨッ

トマンとしては最低存じよりの事で

あった。我々は伊豆半島と大島の間

を抜け，微風を拾いながら進む。残

念ながらここは沖出し有利というの

を彼らは知らないのか，どうやら島

に近づき過ぎたようだった。

我々のクルー達が，大島のブラン

ケにイラつくのをなだめすかし，ひ

たすら通過の早かろうを願っていた。

やおらブランケの過ぎ去る時が来た。

"AZIZA''は狂ったのかの如く

上がり始め，沈滞していたクルーの

動きに勢いが要求された。風は8

m～10m,クローズで三崎フィニッ

シュヘラムラインを取る。縁側はも

う間近にあった。眠不足と興奮て、，

少しポーッとしそうな目頭を押さえ

ながら再び暗い闇を帆走する。我が

相構弩を知る強味であろうか，三崎

の赤緑灯がハッキリ確認できた瞬

間，私は､筒言した／

「我々は勝ったのだ／」と。

●

ちなみに我"AZIZA''の意味

は，モロッコ語で「優美，優稚な

心』。かかる名前に負けぬよう，我

等，力量も，心も益々磨きをかけ

て，来年のディフエンディングチャ

ンピオンを目指しますぞ.ノ

クラス優勝カップを手にしたオーナーを中心に
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オフショア原稿募集
当編集部では，下記の形式で原稿

を募集しています。各支部・フリー

ト・クラブでのレース・行事のレ

ポートをお待ちしています。

［レース・行事原稿］

1．字数：16字×80行

2．写真：ポジ又は紙暁のカラー写

真，スタート，レース

優勝艇，パーティの写真

を4～5点

3．成績表

＊上記三点セットて､ご投稿ください。

この量で1ページとなります。

ヨットクラフ紹介を1991年新年号

から予定していますので､，奮ってご

投稿ください。

［我がヨットクラブ紹介］

1．名称（和文・英文）

2．発足年月日

3．クラブバージ，エンブレムの写

真

4．会員数

5．NORCの会員数

6．所属艇数

7.NORCの所属艇数

8．年間レース・行事予定

9．コモドア紹介

10.活動状況

11．所在地(〒),Tbl,FAX

（写真）

泊地，クラブハウス，主イベント・

レースの写真

＊写真はポジ又は紙焼カラー

レターヘッドが有りましたら，同

封してください。

なお，年内にご寄稿いただきまし

た方の中より抽選で，ヤマハよりご

提供いただきました『ジャパンカッ

プオリジナルキャップ」およびマリ

ングッズを差し上げます。

30
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相模湾新春親善レース

のお知らせ

シーボニアフリートキャプテン

平野喜美夫

日時：平成3年1月2日（火）

l1時スタート

レース海面：シーポニア沖

参加資格:NORCクルーザー

レーティング取得艇

参加料:5,000円

（乗員参加料無料）

申込場所:NORC事務局

TblO3-504-1911

締切:12月20日

お願い

当日のコミッティ募集

お正月の忙がしい時にコミッ

ティをしていただける方，下

記まで､ご連絡下さい。レース

の問い合わせもどうぞ。

03-580-7749朝河清まで

'翅
二コ

農々Lﾐ：

NORC関東支部

熱海・伊東フリート

発足記念ヨットレース

日時:11月23日㈱～25日（日）

主催:NORC熱海・伊東フリー

ト

主管：熱海市ヨット協会，伊東市

ヨット協会

スケジュール：
へ

23日～16:00伊東港集合

18:00～20:30伊東フ

リート歓迎パーティ

24日8:30艇長会議

9:30レーススタート

伊東港沖～初島ア

ンクロ～熱海

16:00タイムリミット

燕毎サンピーチ係

留入浴

18:00～20:00表彰式

パーティ（つるやホテ

ル）

25日角騨孜帰港

ルール：クルーザーレーティング

使用

参加費：1艇5,000円 へ

パーティ費別

参加艇：約40艇240人

申込先：熱海市林ヶ丘18-5

稲葉文則

TblO557-82-3492

FAXO557-81-6200

今月の表紙：台風の影響で3日順延の

のち開催された『ジャパンカップ1990』

で,下マーク回航スピンダウン中の"カ

ラス'も（撮影／添畑薫）

OFFSHORE第185号平成2年10月1511発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価300円（郵送料46円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911～3〒1()5

郵便振拝番号2-21787

印刷明宏印刷株式会社
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レュキ催:日本外洋帆走協会(NORC)･ソ連邦ﾛｼｱ共和国ｽボー ﾂ委員会…・
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企画幸催:北海道テレビ放送(HTB)

CON…TOFFICE

､91．JA恥NSEAINTERN灯IONAL池CHTRACEEXECUTlVECOMMITTEE
p｡e■

H okkaido-TVBroadcastingCo.､LTd．、
4－13Hi画gishi､1byohim-ku,SappD『o‘Japan,062.Phone:(0011-81)-11-831-6323Fax:(0011-81)-11-841-4284
.91日本海国畷ﾖｯﾄﾚー ｽ実行婁貝会車務周:〒062判撫市■平区平岸4条10丁目HTB北海道ﾃﾚピ内Phone:011-831-6323（
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F27
ダウンウインドで20ノット以上、そしてアップウ

インドでは85度のタッキング・アングルを保ち、10
ノットを超えるスピード・ポテンシャルをもつ。こ

れが、F-27の常識です。

この優れたパフォーマンスが、どれだけの予算で
手に入るか？これを間いたら、きっとあなたはF-

27の虜になることでしょう。価格の説明には5分も
あれば十分です。

F-27にはワンデザイン・クラス・ルールが確立さ

れているため、余計な出費の心配はせずにレースが

楽しめ、艇の価格も下がりません。また、F-27は2
人いれば動かせるので、クルー集めに頭を悩ませる
ことからも解放されます。

イージーセーリングの発想は、当然、安全性にも

菫点がおかれ、ライティング・モーメント29,000ft.
|bSという数字は、同サイズのモノハル艇と比べ、
実に7倍にも達します。

艇体は、PVCフォームをコアに、カーボン・ファ

イバー、Sグラス、ケブラーなどの多菫積層をバキ
ューム圧着したハイテク構造。ハルはもちろん、フ
ロート、フォールデイング・システムなど、15年の
ロング保証付です。

27ftのL○Aに加え､フロートを折りたためばモノ
ハル・サイズのビームとなるF-27は、マリーナ・コ
ストの面でもメ|ノット大。加えて、5つのバースを

持つアコモデーションは、ゲストを呼んでも心配は
ありません。

F-27は、レースとクルージング、2つの楽しみ方
が味わえる、ハイ・パフォーマンス・マルチハルと

＝えるでしょう。F-27を詳しくお知りになりたい方
には、40ページにおよぶセーリング・マニュアルを

用意しております。お気軽に、ご連絡ください。

M

VacupressureLaminationSystem

Specifications
L､0．A......．....．.

L･WL.．........．､

Beam...．.......．

FoldedBeam..．.．

D｢aft(hullonly)．．．
Draft(boarddown）.

App『ox.Weight.…
Mainsai1．．．．．．．．．．

Jib．．．．．．．．．．．．．．、

Genoa．.....．....､

SpinnaKer.．．.．．．．．
MastHeight.....．，

Desi9ner...．．．．..．
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㈱インターナショナルﾏﾙﾁ八ルズ|IMIL

Ⅲ〒'05東京都港区;…2千Ⅲ芝KSビﾙ1FTEL:03-432-75041代|FAX:03-434-2286


